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要約
　栄養成分計算データベースは 2003 年から学外にフリーで公開しており、15 年にわたり、毎日
100 件以上のアクセスを維持してきた。高木研究室では卒業研究にデータベースの作成を取り入
れてきたが、卒業論文で作成した約 70 のデータベースの中で飛びぬけてアクセス数や問い合わ
せが多かったことから、有用性が高いと考えられた。公開から 10 年経過した 2013 年度より継
続して機能の追加、改善を行った。栄養計算は一般的に PC や Excel を使った業務利用が多いが、
データベースの基礎データとなっている食品成分表の本来の目的は、メニュー開発などより、自
己の健康管理、健康増進などであったといえる。今回の追加した機能の多くも、健康管理、健康
増進、食育、食生活、食の自己学習などを主体にしたものとなった。
　平成 21 年と 28 年に中学生用と小学生用の食生活学習教材が文部科学省より公開されたが、実
際の教育現場で食育に対応できるのは年間２コマ程度である。しかし食品成分表本来の作成目的
に近い、食育教育が小中学校に導入されたことは意義がある。低学年から食事の重要性を認識で
き、父兄との共通の話題にもなることから、栄養計算データベースに「食育」教育の重要性を認
識できる機能を充実させることが有効と考た。

キーワード：栄養計算　データベース　食育　食品成分表　ＱＲコード

１.　はじめに
　食に関する指導の推進に中核的な役割を担う「栄養教諭」制度が創設され平成 17 年度から小
中学校で運用が開始された。平成 21 年と 28 年に中学生用と小学生用の食生活学習教材が文部
科学省より公開されたが、実際の教育現場で食育に対応できるのは年間２コマ程度である。一方、
卒業研究指導を通じて栄養成分計算データベースを構築し、2003 年から学外にフリーで公開し
ている。Web ベースのシステムなのでインターネット環境があれば手軽に使用可能である。15
年にわたり、毎日 100 件以上のアクセスがあり、Google で「栄養計算データベース」で検索す
ると常にトッポのページに表示されてきた。最近では類似のサイトも増えてきたが「栄養計算計
算データベース」で検索すれば，依然トップページに表示される。
　データベースは卒業生の増野里江子さんが卒業論文で作成したものをベースにしているが、高
木研究室の他のメンバーが卒業論文で作成した約 70 のデータベースの中で飛びぬけてアクセス
数や問い合わせが多かった。有用性が高いと考えられたことから、公開から 10 年経過した 2013
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年度より継続して機能の追加、改善を行った。当時 Web ベースの栄養計算データベースは科学
技術庁（現在は文部科学省）のデータベースと民間の数システムしか存在しなかった。また携帯・
スマホへの対応はほとんど考慮していなかった。
　計算結果を個人が食育の理解、自己の健康増進、健康管理などのために使える機能を備えた栄
養計算データベースの開発が重要と考え、機能の充実を試みた。公開情報に加え、教育機関等の
現場のニーズも取り入れて機能の追加、改善を行った。この報告では実現できた機能や利用方法、
食育の教育現場でのデータベース利用について紹介する。
　栄養計算データベースの基礎データは 5 年毎に改定されてきた日本食品標準成分表のデータで
ある。日本食品標準成分表は、戦後の国民栄養改善の見地から作られている。食堂のメニューや
病院食の作成などにも重要であるが、このデータベースでは、自己の健康増進、健康維持という
目的に資するような機能を充実させ、データの使い易さの向上を図ることを主とした。ネット利
用で、個人使用を前提とし、小中学校の食育の現場で利用できる栄養計算システムなどが一例で
ある。データベースを公開しているＵＲＬは以下のとおりである。キーワード検索は、” 栄養計
算データベース ” で最初のページに表示される。
　　　　https://is.data-base.co.jp/takagi/eiyou/eiyou.html
　栄養計算は給食や病院食など業務用の利用が多く、PC ベースの計算が殆どであった。現在も
食品の栄養成分表示など、業務用の利用が多いことに変化はないと思われる。業務用の栄養計算
は、データの規模を考えると PC で対応が十分可能と考えられる。Web ベースのシステムは個
人利用が主となっているサイトが多く、画像などを多用し親しみやすいページ構成となっている。
個人利用の環境では秤がない、計測場所がないなど制約が多く、食品名の特定や重量の測定が正
確にできないなどの問題がある。

２.　関連キーワードからみた栄養計算データベースの認知度
２. １.　図書情報
　表１に食品成分、栄養計算を含む図書と論文の文献数を示す。CiNii の図書検索でタイトルに“栄
養計算”を含む 2020 年発行の図書は３件の内１件が食品成分の栄養計算に関する図書であった
１）。“食品成分”を含む図書は 11 件の内、４件が（１件は栄養計算と同じ）食品成分表に関す
る図書１,２,３,４）であった。栄養計算に関する図書は食品成分でカバーされていた。栄養計算に使用
されるデータは食品成分表がベースになっているため、図書情報では体系化された食品成分に利
用手段である栄養計算の概念も含まれているともいえる。栄養計算に関する図書は毎年新しい
バージョンで出版されているが、現在のデータは2015年の七訂日本食品成分表が基になっている。

表１ 食品成分、栄養計算を含む図書と論文の文献数（ 年）

論文情報（学術文献情報）
論文情報（学術文献情報）は の論文検索で、キーワード“食品成分”で、 年に
件存在した。分析技術関連 件、機能性食品関連 件、個別成分の効能等 件、他に加

工技術、安全性の情報があった。食品成分表の目的である食と健康に関連する論文は 件
中 件 と数は少ないが、食品・栄養素が精神・身体症状に与える影響、睡眠と食習慣の
関連などの研究が存在した。
キーワード“栄養計算”では、 年に 件存在した。“食品成分”より広範囲な内容で、

栄養成分の機能関連 件、ツクネイモ、かつお節、のり、伝統野菜など個別食材関連 件、
分析関連 件が多かった。他に表示、加工、調査、安全性関連等の内容であった。食品成分
表の目的である食と健康に関連する論文は３件 で、栄養計算でも 割程度であった。し
かし、成分表示と食生活、体重増加と耐糖能異常、栄養成分表示と食態度の関連など食品成
分と健康増進、健康維持に関連する研究が認められた。食品成分は基礎データ集として価値
があるが、栄養計算結果によってデータの持つ意味が理解できるようになるといえる。

”日本食品標準成分表”関連キーワード
一般に栄養計算と呼ばれるシステムで使用されるデータは、”日本食品標準成分表”とし文

部科学省が公開している。従って正式に名称は、日本食品標準成分データベースである。文
部科学省の サイトは食品成分データベースとなっている。表２ 表３に食品成分表の
関連用語と の検索件数を示す。データは成分の含有量であるが、複数の食品からな
る食事等に含有される成分計算は栄養成分、栄養成分計算が使用されている。一般に、「（日
本）食品標準成分表のデータにより栄養計算を行う」と使用されていることが推定できる。
使用実態をふまえこの報告では、栄養計算データベースと、日本食品標準成分表を使用する。

表２ 表３ 日本食品成分表 栄養計算の関連用語と の検索件数
日本食品成分表 件数 栄養計算 件数

”日本食品標準成分表” ”日本食品標準成分計算”
”日本食品成分表” ”日本食品成分計算”
”食品標準成分表” ”食品成分計算”
”食品成分表” ”栄養成分計算”
”栄養成分表” ”栄養計算”

食品成分 栄養計算
図書情報 件 件 ）

論文情報 件 ） 件 ）

表１　食品成分、栄養計算を含む図書と論文の文献数（2020 年）
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２. ２．論文情報（学術文献情報）
　論文情報（学術文献情報）は CiNii の論文検索で、キーワード“食品成分”で、20020 年に 23
件存在した。分析技術関連７件、機能性食品関連６件、個別成分の効能等６件、他に加工技術、
安全性の情報があった。食品成分表の目的である食と健康に関連する論文は 23 件中２件５,６）と
数は少ないが、食品・栄養素が精神・身体症状に与える影響、睡眠と食習慣の関連などの研究が
存在した。
　キーワード“栄養計算”では、20020 年に 29 件存在した。“食品成分”より広範囲な内容で、
栄養成分の機能関連５件、ツクネイモ、かつお節、のり、伝統野菜など個別食材関連６件、分析
関連６件が多かった。他に表示、加工、調査、安全性関連等の内容であった。食品成分表の目的
である食と健康に関連する論文は３件７,８,９）で、栄養計算でも１割程度であった。しかし、成分
表示と食生活、体重増加と耐糖能異常、栄養成分表示と食態度の関連など食品成分と健康増進、
健康維持に関連する研究が認められた。食品成分は基礎データ集として価値があるが、栄養計算
結果によってデータの持つ意味が理解できるようになるといえる。

２. ３.“日本食品標準成分表”関連キーワード
　一般に栄養計算と呼ばれるシステムで使用されるデータは、“日本食品標準成分表”とし文部
科学省が公開している。従って正式に名称は、日本食品標準成分データベースである。文部科学
省の Web サイトは食品成分データベースとなっている。表２/ 表３に食品成分表の関連用語と
Google の検索件数を示す。データは成分の含有量であるが、複数の食品からなる食事等に含有
される成分計算は栄養成分、栄養成分計算が使用されている。一般に、「（日本）食品標準成分表
のデータにより栄養計算を行う」と使用されていることが推定できる。使用実態をふまえこの報
告では、栄養計算データベースと、日本食品標準成分表を使用する。

表１ 食品成分、栄養計算を含む図書と論文の文献数（ 年）

論文情報（学術文献情報）
論文情報（学術文献情報）は の論文検索で、キーワード“食品成分”で、 年に
件存在した。分析技術関連 件、機能性食品関連 件、個別成分の効能等 件、他に加

工技術、安全性の情報があった。食品成分表の目的である食と健康に関連する論文は 件
中 件 と数は少ないが、食品・栄養素が精神・身体症状に与える影響、睡眠と食習慣の
関連などの研究が存在した。
キーワード“栄養計算”では、 年に 件存在した。“食品成分”より広範囲な内容で、

栄養成分の機能関連 件、ツクネイモ、かつお節、のり、伝統野菜など個別食材関連 件、
分析関連 件が多かった。他に表示、加工、調査、安全性関連等の内容であった。食品成分
表の目的である食と健康に関連する論文は３件 で、栄養計算でも 割程度であった。し
かし、成分表示と食生活、体重増加と耐糖能異常、栄養成分表示と食態度の関連など食品成
分と健康増進、健康維持に関連する研究が認められた。食品成分は基礎データ集として価値
があるが、栄養計算結果によってデータの持つ意味が理解できるようになるといえる。

”日本食品標準成分表”関連キーワード
一般に栄養計算と呼ばれるシステムで使用されるデータは、”日本食品標準成分表”とし文

部科学省が公開している。従って正式に名称は、日本食品標準成分データベースである。文
部科学省の サイトは食品成分データベースとなっている。表２ 表３に食品成分表の
関連用語と の検索件数を示す。データは成分の含有量であるが、複数の食品からな
る食事等に含有される成分計算は栄養成分、栄養成分計算が使用されている。一般に、「（日
本）食品標準成分表のデータにより栄養計算を行う」と使用されていることが推定できる。
使用実態をふまえこの報告では、栄養計算データベースと、日本食品標準成分表を使用する。

表２ 表３ 日本食品成分表 栄養計算の関連用語と の検索件数
日本食品成分表 件数 栄養計算 件数

”日本食品標準成分表” ”日本食品標準成分計算”
”日本食品成分表” ”日本食品成分計算”
”食品標準成分表” ”食品成分計算”
”食品成分表” ”栄養成分計算”
”栄養成分表” ”栄養計算”

食品成分 栄養計算
図書情報 件 件 ）

論文情報 件 ） 件 ）

表２/ 表３　日本食品成分表 / 栄養計算の関連用語と Google の検索件数　2020/12/15
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３．データ入手とシステム構成
３. １．栄養計算データベース開発の目的とデータの入手
　日本食品標準成分表は、戦後の国民栄養改善の見地から、食品に含まれる栄養成分の基礎的デー
タ集として作成され、現在では栄養指導や生活習慣病の予防などの観点から活用されている 10）。
従って栄養計算データベースの作成にあたり、食品成分表の基本コンセプトに沿って、栄養計算
と、栄養指導や生活習慣病等の予防に役立つ計算結果をわかりやすく表示できる機能が必要と考
えた。加えて自己の健康維持・健康増進に役立つアウトプットが重要になると考えた。
　この役立つアウトプットを実現するために具体的な機能としては以下の項目を想定した。 
1. データの保存ができる、2. 個人単位の計算結果を返すことができる、3. 計算結果と基準値と
の比較を示すことができる、4. 理解しやすいようにグラフ表示を可能とする、5. 情報共有を可
能にする、6. 健康増進に役立つの６項目を想定した。

　日本食品標準成分表には、食品可食部 100g 当たりの食品成分の含量が示されているが、廃棄率、
水分なども含まれている。栄養素も関連用語であるが特定の成分ではなく食品群（グループ）を
意味する。炭水化物、タンパク質、脂質は３大栄養素と呼ばれ、学校の給食や病院食などで栄養
素のバランスがメニューの作成に有効である。日本食品標準成分表は５年ごとに改訂されている
が、日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）アミノ酸成分表編、日本食品標準成分表 2015 年版（七
訂）脂肪酸成分表編、日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）炭水化物成分表編の追加データも
公開されてる（図２参照）。追加デー
タも EXCEL ファイルでダウンロー
ドが可能である。これら成分表の
データを基礎データとして栄養計算
データベースを構築している。市販
の図書も日本食品標準成分表のデー
タが基になっている１,２）。
　栄養計算データベースを使えば、
摂取した食品のカロリーや塩分など
51 項目の成分値を計算できる。ス
マートフォンなどでネットに接続で
きれば秤のない環境でも単位入力で
計算できる。一日の栄養成分の摂取
量を知ることにより健康管理に役立
てることができる。

．データ入手とシステム構成
栄養計算データベース開発の目的とデータの入手

日本食品標準成分表は、戦後の国民栄養改善の見地から、食品に含まれる栄養成分の基礎
的データ集として作成され、現在では栄養指導や生活習慣病の予防などの観点から活用さ
れている 。従って栄養計算データベースの作成にあたり、食品成分表の基本コンセプト
に沿って、栄養計算と、栄養指導や生活習慣病等の予防に役立つ計算結果をわかりやすく表
示できる機能が必要と考えた。加えて自己の健康維持・健康増進に役立つアウトプットが重
要になると考えた。
この役立つアウトプットを実現するために具体的な機能としては以下の項目を想定した。
データの保存ができる、 個人単位の計算結果を返すことができる、 計算結果と基準値

との比較を示すことができる、 理解しやすいようにグラフ表示を可能とする、 情報共
有を可能にする、 健康増進に役立つの 項目を想定した。

日本食品標準成分表には、食品可食部 当たりの食品成分の含量が示されているが、
廃棄率、水分なども含まれている。栄養素も関連用語であるが特定の成分ではなく食品群
（グループ）を意味する。炭水化物、タンパク質、脂質は 大栄養素と呼ばれ、学校の給食
や病院食などで栄養素のバランスがメニューの作成に有効である。日本食品標準成分表は
年ごとに改訂されているが、日本食品標準成分表 年版（七訂）アミノ酸成分表編、日
本食品標準成分表 年版（七訂）脂肪酸成分表編、日本食品標準成分表 年版（七
訂）炭水化物成分表編の追加データも公開されてる（図２参照）。追加データも フ
ァイルでダウンロードが可能
である。これら成分表のデータ
を基礎データとして栄養計算
データベースを構築している。
市販の図書も日本食品標準成
分表のデータが基になってい
る 。
栄養計算データベースを使

えば、摂取した食品のカロリー
や塩分など 項目の成分値を
計算できる。スマートフォンな
どでネットに接続できれば秤
のない環境でも単位入力で計
算できる。一日の栄養成分の摂
取量を知ることにより健康管
理に役立てることができる。 図１ 日本食品標準成分表・資源に関する取組図１　日本食品標準成分表・資源に関する取組 10）
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３．２．日本食品標準成分表のデータ
　“日本食品標準成分表は、昭和 25 年に初めてとりまとめられた 10）。以来、60 年以上にわたっ
て改訂・公表されており、学校や病院等の給食の場や、食事療法が必要な一般家庭でも活用され
ている。食品の標準的な成分値を、１食品１標準成分値を原則として、可食部 100g 当たりの数
値（主に重量）で示している 10）。

３ 日本食品標準成分表のデータ
“日本食品標準成分表は、昭和 年に初めてとりまとめられた 。以来、 年以上にわ

たって改訂・公表されており、学校や病院等の給食の場や、食事療法が必要な一般家庭でも
活用されている。食品の標準的な成分値を、１食品１標準成分値を原則として、可食部
当たりの数値（主に重量）で示している 。

図 日本食品標準成分表 年版（七訂）について図２　日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）について 11）　2020/3/31
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　現在使用されている、日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）は、“文部科学省科学技術・学
術審議会資源調査分科会で、５年ぶりに改訂された。“今般の改訂は、15 年ぶりとなる収載食品
の拡充や、新たに炭水化物成分表を作成するなど、大幅なものとなりました。”と説明されてい
る 11）。
　2015 年版（七訂）のオリジナルデータと追補版の公開データは、図１の日本食品標準成分表・
資源に関する取組 10）（文部科学省）および、図２の日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）につ
いて 11）（文部科学省）のページより Excel ファイルで入手した。
　栄養計算データベースの基となる、日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）は、第２章日本食
品標準成分表 2015・Excel（日本語版）から、穀物～加工食品を Excel の 18 ファイルとして入
手した（図２11）参照）。アミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表は、日本食品標準成分
表 2015 年版（七訂）アミノ酸成分表編、日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）脂肪酸成分表編、
日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）炭水化物成分表編を、Excel ファイルとして入手した（図
２11）参照）。さらに、2016 年版から 2018 年版までの追補版データを Excel ファイルとして入手
した。
　表４に入手したアミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表、食物繊維成分表、有機酸成
分表の Excel ファイル数を示す。2015 年に 21 表が公開された後に順次追加され、2020 年時点
で公表されたデータの表数は計 34 表となっている。食品数は全ての表が 2502 食品から構成さ
れている１,２,３）。

現在使用されている、日本食品標準成分表 年版（七訂）は、“文部科学省科学技術・
学術審議会資源調査分科会で、 年ぶりに改訂された。“今般の改訂は、 年ぶりとなる収
載食品の拡充や、新たに炭水化物成分表を作成するなど、大幅なものとなりました。” と説
明されている 。

年版（七訂）のオリジナルデータと追補版の公開データは、図 の日本食品標準成
分表・資源に関する取組 文部科学省 および、図 の日本食品標準成分表 年版（七
訂）について （文部科学省）のページより ファイルで入手した。

栄養計算データベースの基となる、日本食品標準成分表 年版（七訂）は、第 章
日本食品標準成分表 ・ （日本語版）から、の穀物～加工食品を の ファ
イルとして入手した 図２ 参照 。アミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表は、日
本食品標準成分表 年版（七訂）アミノ酸成分表編、日本食品標準成分表 年版（七
訂）脂肪酸成分表編、日本食品標準成分表 年版（七訂）炭水化物成分表編を、 フ
ァイルとして入手した 図２ 参照 。さらに、 年版から 年版までの追補版データ
を ファイルとして入手した。

表４に入手したアミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表、食物繊維成分表、有
機酸成分表の ファイル数を示す。 年に 表が公開された後に順次追加され、

年時点で公表されたデータの表数は計３４表となっている。食品数は全ての表が
食品から構成されている 。

表４ 入手したアミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表、食物繊維成分表、有機
酸成分表の ファイル数

本表 アミノ酸 脂肪酸 炭水化物 食物繊維 有機酸 計

2015 18 1 

2016 0 1 

2017 

2018 0 1 1 1 5 

計

入手した ファイルについても、栄養計算データベースを使った稼働・公開を準備中
である。稼働の希望が多いアミノ酸については稼働を確認しているが、使用仮説に基ずく機
能の開発が重要である。

栄養計算データベースに追加した機能
日本食品標準成分表の基本コンセプトに沿って、 年から公開していたシステムに

年から機能を追加してきた。 ～ の 年間に、 の追加機能を実現した。図
３に栄養計算データベースのシステム概念図（入力データの流れ）を示す。

表４ 　入手したアミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表、食物繊維成分表、
有機酸成分表の Excel ファイル数

　入手した Excel ファイルについても、栄養計算データベースを使った稼働・公開を準備中で
ある。稼働の希望が多いアミノ酸については稼働を確認しているが、使用仮説に基ずく機能の開
発が重要である。

３．３．栄養計算データベースに追加した機能
　日本食品標準成分表の基本コンセプトに沿って、2002 年から公開していたシステムに 2011 年
から機能を追加してきた。2011 ～ 2020 の 10 年間に、36 の追加機能を実現した。図３に栄養計
算データベースのシステム概念図（入力データの流れ）を示す。
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①IN PUT　3項目

食品名/食品重量/
食品番号

⑤OUT PUT　13項目

③食品成分表
データ　6項目

②栄養計算
データベース　6項目

成分量/グラフ表示/QRコード/
推奨値/充足率・接種基準

グラム/単位/レシピ入力DB/
効能/ランキング/アミノ酸DB

図３　栄養計算データベースのシステム概念図（データの流れ）

　基本的には、食品名と食品重量を①インプットし、必要な食品成分名と食品成分量を⑤アウト
プットする。食品番号はインプットした食品名を確定するため key として使用しているが、画
面では番号を使わず食品名を選択することで処理している。検討した機能には、図３以外の分野
にシステムメンテナンス分野４項目、学外活動分野４項目が存在した。

表５ 年間に追加した機能とその概要
西暦 機能分野 追加機能等 概要

平成 年 インプット
計算データのメンテナン

ス
成分表にない加工食品成分データを同時に検索できる機能

平成 年 インプット マニュアル作成 マニュアルの整備。情報機器の知識が十分でない利用者層に対する啓もう

平成 年 インプット ユーザの と の管理 ユーザの 管理機能

平成 年 データベース 栄養計算 入力 食品の重量を入力して計算する

平成 年 データベース 栄養計算単位入力 食品の単位を指定して検索する

平成 年 データベース 栄養計算レシピ入力 レシピを基に計算する

平成 年 データベース
アミノ酸、脂肪酸、炭水

化物のＤＢ
年版 七訂 アミノ酸、脂肪酸、炭水化物のデータベース化

平成 年 データベース 成分効能データベース 成分効能 の充実

平成 年 データベース
食品成分含有率食品ラン

キング
食品成分ごとの 食品中含有率のランキング表示（廃棄率含む）機能

平成 年 成分表データ
計算データのメンテナン

ス
使用データを５訂食品成分表に更新

平成 年 成分表データ
計算データのメンテナン

ス
年版（平成 年）栄養摂取基準に基づいたデータに更新

平成 年 成分表データ 別表記食品名の利用 同一食品の別表記名を利用可能にする。異なる食品名の並列利用

平成 年 成分表データ
レシピデータのメンテナ

ンス
レシピの食品重量を１人分重量に統一して計算する機能

平成 年 成分表データ
レシピデータのメンテナ

ンス
レシピ 食品重量データの充実。給食データの追加。

平成 年 成分表データ
レシピデータのメンテナ

ンス
新規レシピデータ取り込みページの作成

平成 年 アウトプット 表示
栄養摂取制限のある利用者に利用しやすい環境を提供できる（ の表

示）

平成 年 アウトプット コードの利用 計算結果を コードで情報共有する（教員と父母、生産者と消費者間等）

平成 年 アウトプット コードの利用 コードの利用権限を区別する 種類の コード

平成 年 アウトプット 計算値の加工 保存データを に呼び出し個人で管理できる。

平成 年 アウトプット 計算値の加工 複数の保存データを加算し 日の合計値を表示できる機能

平成 年 アウトプット
検索結果の保存・呼び出

し
検索データの保存、呼び出し機能の追加

平成 年 アウトプット
検索結果の保存・呼び出

し
過去の検索結果を保存し、呼び出した検索データを再利用する

平成 年 アウトプット
個人別の推奨値に対する

充足率
主な栄養成分量の摂取基準量に対する割合をグラフ表示する

平成 年 アウトプット
個人別の推奨値に対する

充足率
カロリーと廃棄率を含む５２成分の推奨値に対する充足率を棒グラフで表示

平成 年 アウトプット
個人別の推奨値に対する

充足率
栄養計算結果と推奨値に対する割合をレーダチャートグラフで表示する

平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 食品摂取基準と計算値の比較データ（食育・健康づくりに役立つ可能性）

平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 大栄養素 タンパク質、脂質、炭水化物 の摂取割合の円グラフ表示

平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 教育現場や医療現場におけるデータベースを使った健康づくり指導

平成 年 システム システムメンテ ； 、 と のインテグレーション

平成 年 システム システムメンテ から によるハードレイド構成サーバへ移設する

平成 年 システム システムメンテナ 障害に強く障害からの普及が容易なハードレイド構成システムの運用

平成 年 システム ランキング 検索で上位にランクされる検索環境の整備。 スマホ対応。

平成 年 学外 学外対応 福祉介護健康フェアへの出店、４０歳代以上が多く啓もう活動が必要。

平成 年 学外 学外対応 食育・健康づくりに役立つシステムの開発

平成 年 学外 食育 実際の小中学校の食育現場との協働， 大栄養素の色分け表示

平成 年 学外 食育 実際の高校の栄養指導現場との協働 コードによるデータ共有

表５　10 年間に追加した機能とその概要
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表５ 年間に追加した機能とその概要
西暦 機能分野 追加機能等 概要

平成 年 インプット
計算データのメンテナン

ス
成分表にない加工食品成分データを同時に検索できる機能

平成 年 インプット マニュアル作成 マニュアルの整備。情報機器の知識が十分でない利用者層に対する啓もう

平成 年 インプット ユーザの と の管理 ユーザの 管理機能

平成 年 データベース 栄養計算 入力 食品の重量を入力して計算する

平成 年 データベース 栄養計算単位入力 食品の単位を指定して検索する

平成 年 データベース 栄養計算レシピ入力 レシピを基に計算する

平成 年 データベース
アミノ酸、脂肪酸、炭水

化物のＤＢ
年版 七訂 アミノ酸、脂肪酸、炭水化物のデータベース化

平成 年 データベース 成分効能データベース 成分効能 の充実

平成 年 データベース
食品成分含有率食品ラン

キング
食品成分ごとの 食品中含有率のランキング表示（廃棄率含む）機能

平成 年 成分表データ
計算データのメンテナン

ス
使用データを５訂食品成分表に更新

平成 年 成分表データ
計算データのメンテナン

ス
年版（平成 年）栄養摂取基準に基づいたデータに更新

平成 年 成分表データ 別表記食品名の利用 同一食品の別表記名を利用可能にする。異なる食品名の並列利用

平成 年 成分表データ
レシピデータのメンテナ

ンス
レシピの食品重量を１人分重量に統一して計算する機能

平成 年 成分表データ
レシピデータのメンテナ

ンス
レシピ 食品重量データの充実。給食データの追加。

平成 年 成分表データ
レシピデータのメンテナ

ンス
新規レシピデータ取り込みページの作成

平成 年 アウトプット 表示
栄養摂取制限のある利用者に利用しやすい環境を提供できる（ の表

示）

平成 年 アウトプット コードの利用 計算結果を コードで情報共有する（教員と父母、生産者と消費者間等）

平成 年 アウトプット コードの利用 コードの利用権限を区別する 種類の コード

平成 年 アウトプット 計算値の加工 保存データを に呼び出し個人で管理できる。

平成 年 アウトプット 計算値の加工 複数の保存データを加算し 日の合計値を表示できる機能

平成 年 アウトプット
検索結果の保存・呼び出

し
検索データの保存、呼び出し機能の追加

平成 年 アウトプット
検索結果の保存・呼び出

し
過去の検索結果を保存し、呼び出した検索データを再利用する

平成 年 アウトプット
個人別の推奨値に対する

充足率
主な栄養成分量の摂取基準量に対する割合をグラフ表示する

平成 年 アウトプット
個人別の推奨値に対する

充足率
カロリーと廃棄率を含む５２成分の推奨値に対する充足率を棒グラフで表示

平成 年 アウトプット
個人別の推奨値に対する

充足率
栄養計算結果と推奨値に対する割合をレーダチャートグラフで表示する

平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 食品摂取基準と計算値の比較データ（食育・健康づくりに役立つ可能性）

平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 大栄養素 タンパク質、脂質、炭水化物 の摂取割合の円グラフ表示

平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 教育現場や医療現場におけるデータベースを使った健康づくり指導

平成 年 システム システムメンテ ； 、 と のインテグレーション

平成 年 システム システムメンテ から によるハードレイド構成サーバへ移設する

平成 年 システム システムメンテナ 障害に強く障害からの普及が容易なハードレイド構成システムの運用

平成 年 システム ランキング 検索で上位にランクされる検索環境の整備。 スマホ対応。

平成 年 学外 学外対応 福祉介護健康フェアへの出店、４０歳代以上が多く啓もう活動が必要。

平成 年 学外 学外対応 食育・健康づくりに役立つシステムの開発

平成 年 学外 食育 実際の小中学校の食育現場との協働， 大栄養素の色分け表示

平成 年 学外 食育 実際の高校の栄養指導現場との協働 コードによるデータ共有

　表５に 10 年間に追加した分野と、追加した機能と、その概要を示す。追加できた機能は大き
く６分野に分類できる。インプット項目は一般のデータベースと共通する機能が多い。
　栄養計算データベースは３種類の入力方法別データベースと、５種類の関連データベース、計
８データベースから成るが、独立して利用できるようにした。日本食品標準成分表のデータは七
訂データに更新した。これまでデータベースの対象外であった、アミノ酸成分表、脂肪酸成分表、
炭水化物成分表、食物繊維成分表、有機酸成分表についてもデータベース化を前提に、データの
整理を終えた。
　アウトプット機能に関しては、個人の摂取基準、特に推奨量に対する、食品成分の充足率を表
示する機能の実現に力を入れ、最終的に計算結果のレーダーチャート表示と棒グラフ表示を実現
した。個人環境（年齢、性別、活動レベル等）に対応した、任意の食品成分に対する充足率の表
示を可能にした。

３. ４．24 のデータベース利用マニュアルの公開
　栄養計算データベースではユーザに機能を直接説明できないケースが多いため、マニュアルの
作成に力を入れた。ユーザが理解できない可能性のある機能には全てマニュアルを作成した。自
主学習が可能なようにデータベース全てのアプリに対応するマニュアルを整備し、web 画面上
から閲覧可能にした。全ての機能をカバーする 24 のマニュアルは個別ページとして作成した。
作成した 24 ファイルは以下の栄養計算ポータルページから閲覧可能である。
　https://is.data-base.co.jp/takagi/eiyou/eiyou.html
表６に公開している 24 のマニュアル一覧を示す。
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表６ 栄養計算ポータルで公開している のマニュアル一覧
記号 マニュアル名

栄養計算 選択 の利用方法 標準計算
栄養計算 選択 の利用方法 詳細計算
栄養計算 単位選択 の利用方法 標準計算
基礎食品６群に色分け表示の利用方法 標準計算
栄養バランス円グラフ表示の利用方法 標準計算

Ｅ 個人別栄養バランス円グラフ表示の利用方法 詳細計算
栄養成分ごと重量表示の利用方法 標準計算
食材ごとの重量と充足率の表示利用 詳細計算
個人別の推奨量％の棒グラフとレーダチャ ト表示 詳細計算）

Ｉ ユーザ登録の方法
． ログイン方法←使用方法
． サーバへの保存方法
． エクセルファイルへの保存方法

計算結果の呼び出し方法←使用方法
個人用 コードを使った計算結果の呼び出し方法
公開 コードを使った計算結果の呼び出し方法
日に食べた 食の合計値の計算方法

レシピ計算の使用方法
食品群別食品検索の利用方法
ランキング検索の利用方法
食品 ｇあたりの 栄養成分検索の利用方法
食品成分効能検索の利用方法
点 の食品重量の確認方法

料理名の検索方法法

．日本食品標準成分表の関連データ
年度の栄養摂取基準の主な変更点

「日本人の食事摂取基準（ 年版）策定検討会」報告書 で公開された摂取基準値に
栄養計算データベースの値を更新した。日本食品標準成分表の所轄は文部科学省であるが、
日本人の食事摂取基準は厚生労働省である。栄養成分値そのものは基本的に同じであるが
摂取基準が変更となった。日本人の食事摂取基準（ 年版）の主な変更点は以下のとお
りである。なお、既に日本人の食事摂取基準（ 年版） が公開されている（図１）。

．エネルギーとタンパク質のみ 歳未満の分類が以下の３段階になった。
レベル 男 ～ （月）
レベル 男 ～ （月）
レベル 男 ～ （月）
妊婦の分類はエネルギーとタンパク質と ビタミン のみ以下の４段階になった。
女必要量妊婦（付加量）初期
女必要量妊婦（付加量）中期

表６　栄養計算ポータルで公開している 24 のマニュアル一覧

４．日本食品標準成分表の関連データ
４. １．2015 年度の栄養摂取基準の主な変更点
　「日本人の食事摂取基準（2015 年版）策定検討会」報告書 12）で公開された摂取基準値に栄養
計算データベースの値を更新した。日本食品標準成分表の所轄は文部科学省であるが、日本人の
食事摂取基準は厚生労働省である。栄養成分値そのものは基本的に同じであるが摂取基準が変更
となった。日本人の食事摂取基準（2015 年版）の主な変更点は以下のとおりである。なお、既
に日本人の食事摂取基準（2020 年版）13）が公開されている（図１）。
４-１-１．エネルギーとタンパク質のみ１歳未満の分類が以下の３段階になった。
　　　　　レベル１男 0 ～５（月） 
　　　　　レベル１男６～８（月） 
　　　　　レベル１男９～ 11（月） 
４-１-２．妊婦の分類はエネルギーとタンパク質と ビタミン A のみ以下の４段階になった。
　　　　　女必要量妊婦（付加量）初期
　　　　　女必要量妊婦（付加量）中期
　　　　　女必要量妊婦（付加量）末期
　　　　　女必要量授乳婦（付加量）
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４-１-３．エネルギーとタンパク質と ビタミン A 以外の妊婦の分類は３種類になった。
４-１-４．コレステロールは含まれなくなった。
　　　　　 通常の計算で使用することは少ない中で、使用頻度の高かったコレステロール値が摂

取基準に含まれなくなった。

４．２．栄養摂取基準（2015 年版）12）による男女別必要量等の一覧
　４-１の変更点を反映した食品成分別 / 男女別 / 年齢別の必要量 / 目標量 / 目安量 / 必要量 /
推奨量 / 耐性上限量等の一覧表を作成した。栄養摂取基準における男女別、年齢別の、食事摂取
基準の指標である。食品成分ごとに全ての指標が示されているわけではなく、公表されている指
標が異なる。食品成分ごとに公開された特定の指標を、男女別かつ年齢別に整理した。
　2015 年度の栄養摂取基準の“食事摂取基準の各指標（推定平均必要量、推奨量、目安量、耐
容上限量）を理解するための概念図”を図４として示す 12）。

女必要量妊婦（付加量）末期
女必要量授乳婦（付加量）

．エネルギーとタンパク質と ビタミン 以外の妊婦の分類は 種類になった。
コレステロールは含まれなくなった。
通常の計算で使用することは少ない中で、使用頻度の高かったコレステロール値
が摂取基準に含まれなくなった。

栄養摂取基準（ 年版） による男女別必要量等の一覧
の変更点を反映した食品成分別 男女別 年齢別の必要量 目標量 目安量 必要量 推奨

量 耐性上限量等の一覧表を作成した。栄養摂取基準における男女別、年齢別の、食事摂取
基準の指標である。食品成分ごとに全ての指標が示されているわけではなく、公表されてい
る指標が異なる。食品成分ごとに公開された特定の指標を、男女別かつ年齢別に整理した。

年度の栄養摂取基準の“食事摂取基準の各指標（推定平均必要量、推奨量、目安量、
耐容上限量）を理解するための 概念図”を図 として示す 。

図 年度の栄養摂取基準の“食事摂取基準の各指標（推定平均必要量、推奨量、
目安量、耐容上限量）を理解するための 概念図（出典：日本人の食事摂取基準（ 年版） ））

定義に基づく緑黄色野菜の定義
色の濃い野菜は緑黄色野菜に相当し、濃い緑で区分される。緑黄色野菜には２つ条件があ

り、本データベースでは条件Ａか条件Ｂのいずれかを満たせば緑黄色野菜に分類する。他は
色のうすい淡色野菜に分類した。
緑黄色野菜は、“「五訂日本食品標準成分表」の取扱いの留意点について “の栄養指導等

における留意点によると、“原則として可食部 当たりカロテン含量が 600μg 以上のも
の”である（条件Ａ）。あわせてトマト、ピーマンなど一部の野菜については、“カロテン含
量が 600μg 未満であるが摂取量及び頻度等を勘案の上、栄養指導上緑黄色野菜とする”と
されてきた（条件Ｂ）。この栄養計算データベースでは条件Ａあるいは条件Ｂに該当する
品目を黄緑色野菜に分類する。

図４ 　2015 年度の栄養摂取基準の“食事摂取基準の各指標（推定平均必要量、推奨量、目安量、
耐容上限量）を理解するための概念図（出典：日本人の食事摂取基準（2015 年版）12））

４. ３．定義に基づく緑黄色野菜の定義
　色の濃い野菜は緑黄色野菜に相当し、濃い緑で区分される。緑黄色野菜には２つ条件があり、
本データベースでは以下の条件Ａか条件Ｂのいずれかを満たせば緑黄色野菜に分類する。他は色
のうすい淡色野菜に分類した。
　緑黄色野菜は、“「五訂日本食品標準成分表」の取扱いの留意点について 14）”の栄養指導等に
おける留意点によると、“原則として可食部 100g 当たりカロテン含量が 600μg 以上のもの”で
ある（条件Ａ）。あわせてトマト、ピーマンなど一部の野菜については、“カロテン含量が
600μg 未満であるが摂取量及び頻度等を勘案の上、栄養指導上緑黄色野菜とする”とされてき
た（条件Ｂ）。この栄養計算データベースでは条件Ａあるいは条件Ｂに該当する 153 品目を黄緑
色野菜に分類する。
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緑黄色野菜（条件 A）の 148 品目
　カロテンの合計量が、可食部 100g 当たり 600μg 以上の野菜が緑黄色野菜となる。従って
eiyou テーブル（eiyou.csv）、あるいは DB の計算結果の成分項目にある、カロテンαとβの合
計量が 100g 当たり 600μg 以上の野菜を緑黄色野菜とした。表７に条件Ａに該当するカロチン
600μg 以上の緑黄色野菜 148 品中の上位 50 品目を示す。

カロチン含量 食品番号 食品群 食品名
野菜類 とうがらし 果実、乾
野菜類 にんじん 根、冷凍
野菜類 しそ 葉、生
野菜類 にんじん 根、皮つき、生
野菜類 にんじん 根、皮つき、ゆで
野菜類 モロヘイヤ 茎葉、生
野菜類 にんじん 根、皮むき、ゆで
野菜類 にんじん 根、皮むき、生
野菜類 パセリ 葉、生
野菜類 ミニキャロット 根、生
野菜類 とうがらし 果実、生
野菜類 よめな 葉、生
野菜類 モロヘイヤ 茎葉、ゆで
野菜類 バジル 葉、生
野菜類 ほうれんそう 葉、冷凍
野菜類 よもぎ 葉、ゆで
野菜類 とうがらし 葉･果実、油いため
野菜類 ほうれんそう 葉、ゆで
野菜類 あしたば 茎葉、生
野菜類 しゅんぎく 葉、ゆで
野菜類 よもぎ 葉、生
野菜類 とうがらし 葉･果実、生
野菜類 あしたば 茎葉、ゆで
野菜類 なずな 葉、生
野菜類 きんとき 根、皮つき、ゆで
野菜類 にんじん ジュース、缶詰
野菜類 きんとき 根、皮つき、生
野菜類 きんとき 根、皮むき、ゆで
野菜類 めたで 芽ばえ、生
野菜類 トウミョウ 茎葉、生
野菜類 きんとき 根、皮むき、生
野菜類 しゅんぎく 葉、生
野菜類 だいこん 葉、ゆで
野菜類 にら 葉、ゆで
野菜類 ようさい 茎葉、生
野菜類 ほうれんそう 葉、生
野菜類 糸みつば 葉、ゆで
野菜類 西洋かぼちゃ 果実、ゆで
野菜類 西洋かぼちゃ 果実、生
野菜類 だいこん 葉、生
野菜類 ようさい 茎葉、ゆで
野菜類 ふだんそう 葉、ゆで
野菜類 西洋かぼちゃ 果実、冷凍
野菜類 ふだんそう 葉、生
野菜類 たかな たかな漬
野菜類 ロケットサラダ 葉、生
野菜類 にら 葉、生
野菜類 つるむらさき 茎葉、ゆで
野菜類 おかひじき 茎葉、生
野菜類 糸みつば 葉、生

表７　条件Ａに該当するカロチン 600μg 以上の緑黄色野菜 148 品中の上位 50 品目
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カロチン含量 食品番号 食品群 食品名
野菜類 とうがらし 果実、乾
野菜類 にんじん 根、冷凍
野菜類 しそ 葉、生
野菜類 にんじん 根、皮つき、生
野菜類 にんじん 根、皮つき、ゆで
野菜類 モロヘイヤ 茎葉、生
野菜類 にんじん 根、皮むき、ゆで
野菜類 にんじん 根、皮むき、生
野菜類 パセリ 葉、生
野菜類 ミニキャロット 根、生
野菜類 とうがらし 果実、生
野菜類 よめな 葉、生
野菜類 モロヘイヤ 茎葉、ゆで
野菜類 バジル 葉、生
野菜類 ほうれんそう 葉、冷凍
野菜類 よもぎ 葉、ゆで
野菜類 とうがらし 葉･果実、油いため
野菜類 ほうれんそう 葉、ゆで
野菜類 あしたば 茎葉、生
野菜類 しゅんぎく 葉、ゆで
野菜類 よもぎ 葉、生
野菜類 とうがらし 葉･果実、生
野菜類 あしたば 茎葉、ゆで
野菜類 なずな 葉、生
野菜類 きんとき 根、皮つき、ゆで
野菜類 にんじん ジュース、缶詰
野菜類 きんとき 根、皮つき、生
野菜類 きんとき 根、皮むき、ゆで
野菜類 めたで 芽ばえ、生
野菜類 トウミョウ 茎葉、生
野菜類 きんとき 根、皮むき、生
野菜類 しゅんぎく 葉、生
野菜類 だいこん 葉、ゆで
野菜類 にら 葉、ゆで
野菜類 ようさい 茎葉、生
野菜類 ほうれんそう 葉、生
野菜類 糸みつば 葉、ゆで
野菜類 西洋かぼちゃ 果実、ゆで
野菜類 西洋かぼちゃ 果実、生
野菜類 だいこん 葉、生
野菜類 ようさい 茎葉、ゆで
野菜類 ふだんそう 葉、ゆで
野菜類 西洋かぼちゃ 果実、冷凍
野菜類 ふだんそう 葉、生
野菜類 たかな たかな漬
野菜類 ロケットサラダ 葉、生
野菜類 にら 葉、生
野菜類 つるむらさき 茎葉、ゆで
野菜類 おかひじき 茎葉、生
野菜類 糸みつば 葉、生

緑黄色野菜（条件Ｂ）の５品目
　カロチンが 600μg 以下でも１回に食べる量や使用回数の多い色の濃い野菜も緑黄色野菜に含
むとされている。具体的にはさやえんどう、トマト、ピーマン等が対象となる14）。以下に緑黄色
野菜の条件 B に該当する５品目を示す。
　　　　6020　　さやえんどう　生
　　　　6021　　さやえんどう　ゆで
　　　　6182　　トマト　　　　生
　　　　6245　　青ピーマン　　生
　　　　6246　　青ピーマン　　油いため

　栄養計算データベースでは、条件 A と条件 B の野菜とも背景色は濃い緑になる。その他の淡
色野菜の背景色は淡い緑になる。

４. ４．システム管理
４. ４. １．システム構成
　2016 当時のシステムの主な構成は以下のとおりであった。全て free のソフトウェアで構成し
た。サーバは Dell のサーバ専用機 PowerEdge T320 Server を使い、CentOS 6.9 で立ち上げた。
レイド構成を試みたが復旧に時間がかかるため定期的に HDD の複製を作り、トラブル時は
HDD を交換して対応した。2018 年からは完全にレンタルサーバーに移行した。
　データベースは PostgreSQL 8.4.20 を使用した。初期は PostgreSQL の情報が多かったが
2010 年代から MySQL の図書が多くなった。バージョンアップに伴い PostgreSQL や php コマ
ンドが変化しサーバの移行に要する時間が多くなった。過去のデータベースを生かすため
PostgreSQL の利用を継続し、研究室ではほぼ 20 年間使用した。Web サーバには Apache を使
用した。Apache と PostgreSQL の連携は php で実現した。

４. ４. ２．サーバ管理 
　サーバに対して、不正アクセス対策を実施した。yum によるインストール済みソフトウェア
のアップデート作業を毎月第一週水曜日に実施し、アップデートすることによりソフトウェア脆
弱性リスクを回避した。
　外部ネットワークからのアタック調査を行った。調査の結果、SSH 接続による root 権限奪取
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の試行が継続して繰り返されている現状を確認した。denyhosts プログラム導入により、root 権
限はパスワードエラー２回、その他アカウントはパスワードエラー３回で該当の IP アドレスか
ら接続ロック（接続不可）になるよう対策をとった。接続ロック対象期間は一週間とした。排除
に該当する IP アドレスは、2018 年度で延べ 32,081 個となった。これによりサーバの安定稼働
のためには日々の不正アクセス対策が必要であることが示された。不正アクセスが成功した事例
は０件であった。さらなる不正アクセスへの対処のため、不正アクセスの試みがあった諸外国か
らの IP アドレスを iptables により強制的にブロックするプログラムを組み、iptables と
denyhosts の双方で不正アクセスから守るようサーバを強化した。
　栄養計算サーバの ssl 証明書対応を行った。2018 年８月 30 日に、SSL 証明書をインストール
し apache の設定を行った。SSL 証明書の有効期限は２年間で、2020 年８月 31 日が期限であった。
apache の http.conf にて、http からのアクセスは全て https に自動変換しアクセスされるよう
にした。https 対応を行うことで Google の検索順位の向上が期待できるため本データベースに
とっては重要な対応であった。

５．３方式の栄養計算データベース
　栄養計算データベースも使用場面により求められる機能は異なる。健康増進など個人が利用す
る場合を想定してデータベースの機能を考えた結果、通常の重量を計測して計算するグラム入力
方式に加え、秤が無くても計算できる単位入力方式、既に入力してあるデータをもとに再計算す
る料理名（レシピ）入力方式の３方式を作成した。

５. １．グラム入力方式の栄養計算データベース
　最も一般的な入力方式である。
キッチンスケールや計量カップ
ではかった食材の摂取量を入力
して計算できる。秤で食品毎に重
量を量るため正確で間違いが少
ない。反面、秤がないと栄養計算
ができない。しかし、計測を繰り
返し経験していると実測しなく
ても経験から少ない誤差で重量
を入力が可能になる。
　基本的にデータベースへインプットする情報は、食品名と食品重量の２項目である。食品番号
は key となる重要な情報であるが意識することなく計算を実行できる。
　間違いが無いよう食品名は最初ひらがなで入力する。入力したひらがなの文字列で検索し、ひ
らかな情報の一部が一致する食品名が表示される。食品名の一覧から食品を選択すことで正確な
食品番号を確定させる。図５にグラム入力方式の入力確定画面を示す。そして、食品番号と重量
データをセットで使用し、食品成分毎に摂取量を計算する。ここから、食品成分計算ではなく、
栄養計算あるいは栄養成分検索と呼ばれることが多い。最後に、入力した全ての食品に含まれる
51 の食品成分（栄養成分）毎に合計値を計算する。バランスの良いレシピの作成などに便利で
ある。

食塩摂取量の多さが問題に
なるが、入力データをチェック
すると食塩が抜ける場合が多
い。また、重量の表示は、「少々、
ひとつまみ」などあいまいな表
示が多い。食塩の情報を正確に
するため、食塩が抜けないよう
食塩の摂取量入力欄はデフォ
ルトで常に表示されるよう設
定した。あいまいな重量表現を
㎎量に概量を換算できるようにした。概量は、少々 ，ひとつまみ＝ などである。
食塩は１ｇに満たない使用例も多い。料理教室などの調理現場ではｇまでしか測定できず、
有効数字 まで量れる秤がない場合があった。

単位入力方式の栄養計算データベース
グラム入力方式は正確であ

るが秤がないと利用できない。
そこで秤が無くても栄養計算
ができるよう工夫したのが単
位入力方式の栄養計算データ
ベースである。

個、 尾、 本といった単
位を使用するため秤がなくて
も計算が可能で、食べた料理の
食品成分を手軽に計算するの
に便利である。食パンの場合、
食品名の文字の一部である「パン」をひらがなで、「ぱん」と入力する。図６に示すように
「ぱん」の単位枠が表示される。プルダウンボタンをクリックすると、食パンの４候補が表
示されるので、最も近いパン候補を選択する。重量は分量ボタンの数値で調整する。例えば、
食パン６枚切り１枚 ｇを選択し、半分しか食べない場合は分量で を指定する。他に
も備考欄にある重量に関する情報を参考に分量を直接入力することにより、秤が無くても
栄養計算が可能となる。

料理名 レシピ 入力方式の栄養計算データベース

図５ グラム入力方式の入力確定画面

図６ 単位入力方式の栄養計算

図５　グラム入力方式の入力確定画面
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　食塩摂取量の多さが問題になるが、入力データをチェックすると食塩が抜ける場合が多い。ま
た、重量の表示は、「少々、ひとつまみ」などあいまいな表示が多い。食塩の情報を正確にする
ため、食塩が抜けないよう食塩の摂取量入力欄はデフォルトで常に表示されるよう設定した。あ
いまいな重量表現を㎎量に概量を換算できるようにした。概量は、少々 =0.36g、ひとつまみ＝
0.24g などである。食塩は１ｇに満たない使用例も多い。料理教室などの調理現場ではｇまでし
か測定できず、有効数字 0.1g まで量れる秤がない場合があった。

５. ２. 単位入力方式の栄養計算データベース
　グラム入力方式は正確であるが秤がな
いと利用できない。そこで秤が無くても
栄養計算ができるよう工夫したのが単位
入力方式の栄養計算データベースであ
る。
　１個、１尾、１本といった単位を使用
するため秤がなくても計算が可能で、食
べた料理の食品成分を手軽に計算するの
に便利である。食パンの場合、食品名の
文字の一部である「パン」をひらがなで、

「ぱん」と入力する。図６に示すように「ぱん」の単位枠が表示される。プルダウンボタンをクリッ
クすると、食パンの４候補が表示されるので、最も近いパン候補を選択する。重量は分量ボタン
の数値で調整する。例えば、食パン６枚切り１枚 60 ｇを選択し、半分しか食べない場合は、分
量で１/２を指定する。他にも備考欄にある重量に関する情報を参考に分量を直接入力すること
により、秤が無くても栄養計算が可能となる。

５. ３．料理名（レシピ）入力方式の栄養計算データベース
　料理名（レシピ）入力方式の栄養計算は、料理名をひらがなで入力する。料理名の一部が一致
する料理名の一覧が表示されるので、必要な料理名（レシピ）を選択する。図７に料理名（レシ
ピ）入力方式の料理名選択画面を示す。栄養計算料理名からレシピを呼び出すと、標準的なレシ
ピが表示される。レシピは料理１人分の
データ（食材名とその重量）である。食
品の追加や削除、重量の修正を行うこと
ができるので、レシピの重量を修正し新
しいレシピとして保存もできる。手軽に
料理の食品成分摂取量を調整するのに役
立つデータベースである。
　料理名毎に、あるいは３食を合算でき
る機能を使って１日毎に、三大栄養素の
バランスを調整できる。

食塩摂取量の多さが問題に
なるが、入力データをチェック
すると食塩が抜ける場合が多
い。また、重量の表示は、「少々、
ひとつまみ」などあいまいな表
示が多い。食塩の情報を正確に
するため、食塩が抜けないよう
食塩の摂取量入力欄はデフォ
ルトで常に表示されるよう設
定した。あいまいな重量表現を
㎎量に概量を換算できるようにした。概量は、少々 ，ひとつまみ＝ などである。
食塩は１ｇに満たない使用例も多い。料理教室などの調理現場ではｇまでしか測定できず、
有効数字 まで量れる秤がない場合があった。

単位入力方式の栄養計算データベース
グラム入力方式は正確であ

るが秤がないと利用できない。
そこで秤が無くても栄養計算
ができるよう工夫したのが単
位入力方式の栄養計算データ
ベースである。

個、 尾、 本といった単
位を使用するため秤がなくて
も計算が可能で、食べた料理の
食品成分を手軽に計算するの
に便利である。食パンの場合、
食品名の文字の一部である「パン」をひらがなで、「ぱん」と入力する。図６に示すように
「ぱん」の単位枠が表示される。プルダウンボタンをクリックすると、食パンの４候補が表
示されるので、最も近いパン候補を選択する。重量は分量ボタンの数値で調整する。例えば、
食パン６枚切り１枚 ｇを選択し、半分しか食べない場合は分量で を指定する。他に
も備考欄にある重量に関する情報を参考に分量を直接入力することにより、秤が無くても
栄養計算が可能となる。

料理名 レシピ 入力方式の栄養計算データベース

図５ グラム入力方式の入力確定画面

図６ 単位入力方式の栄養計算図６　単位入力方式の栄養計算

料理名（レシピ）入力方式の栄養計算は、料理名をひらがなで入力する。料理名の一部が一
致する料理名の一覧が表示されるので、必要な料理名 レシピ を選択する。図７に料理名 レ
シピ 入力方式の料理名選択画面を示す。栄養計算料理名からレシピを呼び出すと、標準的
なレシピが表示される。レシピは料理１人分のデータ（食材名とその重量）である。食品の
追加や削除、重量の修正を行うこ
とができるので、レシピの重量を
修正し新しいレシピとして保存も
できる。手軽に料理の食品成分摂
取量を調整するのに役立つデータ
ベースである。
料理名毎に、あるいは 食を合

算できる機能を使って 日毎に、
三大栄養素のバランスを調整でき
る。

．栄養計算に関連す５データベース
栄養計算データベースについては 種類の入力方式を可能にした。その他に成分含有量

ランキングや、食品 ｇあたりの栄養成分量や、食品食品成分の効能など、栄養計算の利
用に役立つ５データベースを準備した。成分含有量ランキングデータベースは 成分の中
の 成分に注目し、食品を含有量の多い順に並び変えることができるデータベースである。
食品 ｇあたりの栄養成分データベースは特定の 食品の食品成分表の値を帳票形式で
表示するデータベースである。食品成分効能データベースは各成分の効能と摂取基準を検
索できるデータベースである。

図７ 料理名 レシピ 入力方式の料理名選択画面図７　料理名（レシピ）入力方式の料理名選択画面
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６．栄養計算に関連す５データベース
　栄養計算データベースについては３種類の入力方式を可能にした。その他に成分含有量ランキ
ングや、食品 100ｇあたりの栄養成分量や、食品食品成分の効能など、栄養計算の利用に役立つ
５データベースを準備した。成分含有量ランキングデータベースは 52 成分の中の１成分に注目
し、食品を含有量の多い順に並び変えることができるデータベースである。食品 100 ｇあたりの
栄養成分データベースは特定の１食品の食品成分表の値を帳票形式で表示するデータベースであ
る。食品成分効能データベースは各成分の効能と摂取基準を検索できるデータベースである。

６. １．食品成分含有量ランキングデータ
ベース
　食品成分含有量ランキングデータベース
は、たんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリ
ウム、鉄、ビタミンＣなど特定の食品成分
が多い食品を探すときに有効である。プル
ダウンメニューから検索したい食品成分を
選択するだけで結果が表示できる。図８は
ビタミンＣ含有量の多い食品順のリストで、
アセロラが圧倒的に多いことがわかる。ビ
タミンＣとビタミンＥの両方を多く含む食
品を検索したい場合は、「２成分を多く含む
食品検索」を利用する。ビタミンＣとαト
コフェノールを選択すると、煎茶が表示さ
れる。図８に１成分含有量ランキングを、
図９に２成分含有量ランキングを示す。

６. ２．食品 100ｇあたりの栄養成分データ
ベース
　図 10 に食品（生乳）100ｇあたりの食品
成分量の表示画面を示す。食品成分表は食
品 100ｇあたりの栄養成分の重量を表形式
にまとめたものである。100ｇあたりの栄養
成分データベースは食品成分表を構成する
1878 の食品別に帳票形式で表示できる。

６. ３．食品成分効能データベース
　食品成分効能データベースは特定の食品
成分の効能と摂取基準を検索できる。食品
成分毎に、“特徴・おもな働き”、生理作用、
欠乏症、過剰症、多く含む食品、摂取基準
を表示する。

食品成分含有量ランキングデ
ータベース
食品成分含有量ランキングデータ
ベースは、たんぱく質、脂質、炭水化
物、ナトリウム、鉄、ビタミンＣなど
特定の食品成分が多い食品を探すと
きに有効である。プルダウンメニュ
ーから検索したい食品成分を選択す
るだけで結果が表示できる。図 は
ビタミンＣ含有量の多い食品順のリ
ストで、アセロラが圧倒的に多いこ
とがわかる。ビタミンＣとビタミン
Ｅの両方を多く含む食品を検索した
い場合は、「 成分を多く含む食品検
索」を利用する。ビタミンＣとαト
コフェノールを選択すると、煎茶が
表示される。図 に 成分含有量ラ
ンキングを 図９に２成分含有量ラ
ンキングを示す。

食品 ｇあたりの栄養成分
データベース
図 に食品（生乳） ｇあたりの

食品成分量の表示画面を示す。食品成
分表は食品 ｇあたりの栄養成分
の重量を表形式にまとめたものであ
る。 ｇあたりの栄養成分データベ
ースは食品成分表を構成する
の食品別に帳票形式で表示できる。

．食品成分効能データベース
食品成分効能データベースは特定

の食品成分の効能と摂取基準を検索
できる。食品成分毎に、”特徴・おも
な働き”、生理作用、欠乏症、過剰症、
多く含む食品、摂取基準を表示する。

図 成分含有量ランキング（ビタミン ）

図 ２成分含有量ランキング（ビタミン と ）

図 食品 ｇあたり食品成分量 生乳部分

図 食品成分効能データベース

図８　１成分含有量ランキング（ビタミン C）

食品成分含有量ランキングデ
ータベース
食品成分含有量ランキングデータ
ベースは、たんぱく質、脂質、炭水化
物、ナトリウム、鉄、ビタミンＣなど
特定の食品成分が多い食品を探すと
きに有効である。プルダウンメニュ
ーから検索したい食品成分を選択す
るだけで結果が表示できる。図 は
ビタミンＣ含有量の多い食品順のリ
ストで、アセロラが圧倒的に多いこ
とがわかる。ビタミンＣとビタミン
Ｅの両方を多く含む食品を検索した
い場合は、「 成分を多く含む食品検
索」を利用する。ビタミンＣとαト
コフェノールを選択すると、煎茶が
表示される。図 に 成分含有量ラ
ンキングを 図９に２成分含有量ラ
ンキングを示す。

食品 ｇあたりの栄養成分
データベース
図 に食品（生乳） ｇあたりの

食品成分量の表示画面を示す。食品成
分表は食品 ｇあたりの栄養成分
の重量を表形式にまとめたものであ
る。 ｇあたりの栄養成分データベ
ースは食品成分表を構成する
の食品別に帳票形式で表示できる。

．食品成分効能データベース
食品成分効能データベースは特定

の食品成分の効能と摂取基準を検索
できる。食品成分毎に、”特徴・おも
な働き”、生理作用、欠乏症、過剰症、
多く含む食品、摂取基準を表示する。

図 成分含有量ランキング（ビタミン ）

図 ２成分含有量ランキング（ビタミン と ）

図 食品 ｇあたり食品成分量 生乳部分

図 食品成分効能データベース

図９　２成分含有量ランキング（ビタミン CとE）

食品成分含有量ランキングデ
ータベース
食品成分含有量ランキングデータ
ベースは、たんぱく質、脂質、炭水化
物、ナトリウム、鉄、ビタミンＣなど
特定の食品成分が多い食品を探すと
きに有効である。プルダウンメニュ
ーから検索したい食品成分を選択す
るだけで結果が表示できる。図 は
ビタミンＣ含有量の多い食品順のリ
ストで、アセロラが圧倒的に多いこ
とがわかる。ビタミンＣとビタミン
Ｅの両方を多く含む食品を検索した
い場合は、「 成分を多く含む食品検
索」を利用する。ビタミンＣとαト
コフェノールを選択すると、煎茶が
表示される。図 に 成分含有量ラ
ンキングを 図９に２成分含有量ラ
ンキングを示す。

食品 ｇあたりの栄養成分
データベース
図 に食品（生乳） ｇあたりの

食品成分量の表示画面を示す。食品成
分表は食品 ｇあたりの栄養成分
の重量を表形式にまとめたものであ
る。 ｇあたりの栄養成分データベ
ースは食品成分表を構成する
の食品別に帳票形式で表示できる。

．食品成分効能データベース
食品成分効能データベースは特定

の食品成分の効能と摂取基準を検索
できる。食品成分毎に、”特徴・おも
な働き”、生理作用、欠乏症、過剰症、
多く含む食品、摂取基準を表示する。

図 成分含有量ランキング（ビタミン ）

図 ２成分含有量ランキング（ビタミン と ）

図 食品 ｇあたり食品成分量 生乳部分

図 食品成分効能データベース

図 10　食品 100ｇあたり食品成分量（生乳部分）
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　図 11 に食品成分効能の表示画面の一部を
示す。摂取基準は、公表されている、男女
別の、推定平均必要量、推奨量、目安量、
耐容上限量を、年代別に示す。年代は、０
～５（月）、６～ 11（月）、１～２（歳）、３～
５（歳）、６～７（歳）、８～９（歳）、10 ～ 11

（歳）、12 ～ 14（歳）、15 ～ 17（歳）、18 ～ 29
（歳）、30 ～ 49（歳）、50 ～ 69（歳）、70 以上
（歳）で区分される。

６. ４．食品群別食品名データベース
　食品成分表の 18 食品群別に食品名リスト
を整理した。食品名が分からないときは、表
示される食品群の中から推定される食品群
を選択し、該当する食品名を確認する。図
12 に食品群別食品名データベースの結果表
示画面を示す。リストを確認するには時間
を要するが全体を把握できるので間違いが
減る。

６. ５．料理名データベース
　料理を、ごはんもの、パスタ・うどん、魚
のおかず、牛肉のおかず、豚肉のおかず、鶏
肉のおかず、卵のおかず、豆腐のおかず、野
菜のおかず、汁物、その他に分類した。調
理方法ではなく素材別にしたのは、食品成
分表との連携が容易になると考えたことに
よる。図 13 に料理名データベースの分類と
料理名の結果表示画面を示す。豚肉のおか
ずを表示している。

７．追加した主な機能
　健康増進、健康維持、食育など個人レベルの理解を深めることに有効と思われる機能を追加し
た。自主的に食育の理解を深めることに役立つ機能が有効と考えた。

７. １．基礎食品６群の色分けと背景色表示
　小学校６年生の食育の時間では、６つの食品群のすべてから食品を選んでバランスのよい食事
をとることの重要性を説明することに大きな努力が払われていた。食育のテキストには三色食品
群と６つの基礎食品群として、各群に色を付与し理解が進むよう工夫されていた。まんべんなく

図 に食品成分効能の表示画面の一部を示す。摂取基準は、公表されている、男女別の、
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健康増進 健康維持，食育など個人レベルの理解を深めることに有効と思われる機能を追

加した。自主的に食育の理解を深めることに役立つ機能が有効と考えた。
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小学校 年生の食育の時間では、６つの食品群のすべてから食品を選んでバランスのよ

い食事をとることの重要性を説明することに大きな努力が払われていた。食育のテキスト

図 食品群別食品名データベース 肉類 部分

図 料理名データベース 豚肉のおかず 部分図 13　料理名データベース（豚肉のおかず部分）

食品成分含有量ランキングデ
ータベース
食品成分含有量ランキングデータ
ベースは、たんぱく質、脂質、炭水化
物、ナトリウム、鉄、ビタミンＣなど
特定の食品成分が多い食品を探すと
きに有効である。プルダウンメニュ
ーから検索したい食品成分を選択す
るだけで結果が表示できる。図 は
ビタミンＣ含有量の多い食品順のリ
ストで、アセロラが圧倒的に多いこ
とがわかる。ビタミンＣとビタミン
Ｅの両方を多く含む食品を検索した
い場合は、「 成分を多く含む食品検
索」を利用する。ビタミンＣとαト
コフェノールを選択すると、煎茶が
表示される。図 に 成分含有量ラ
ンキングを 図９に２成分含有量ラ
ンキングを示す。

食品 ｇあたりの栄養成分
データベース
図 に食品（生乳） ｇあたりの

食品成分量の表示画面を示す。食品成
分表は食品 ｇあたりの栄養成分
の重量を表形式にまとめたものであ
る。 ｇあたりの栄養成分データベ
ースは食品成分表を構成する
の食品別に帳票形式で表示できる。

．食品成分効能データベース
食品成分効能データベースは特定

の食品成分の効能と摂取基準を検索
できる。食品成分毎に、”特徴・おも
な働き”、生理作用、欠乏症、過剰症、
多く含む食品、摂取基準を表示する。

図 成分含有量ランキング（ビタミン ）

図 ２成分含有量ランキング（ビタミン と ）

図 食品 ｇあたり食品成分量 生乳部分

図 食品成分効能データベース図 11　食品成分効能データベース
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食品を摂取することの重要性を理解できるように教育内容が組み立てられていた。献立の中の食
品名に各群の色をあてはめ、結果としてまんべんなく配置されているのが良い食事であると説明
するために、大変な努力が払われていた。個別の食品が６つの基礎食品群のどれに該当するかの
説明が個別対応になりやすいことが大きな要因であった。
　実際に小学校の食育の授業に参加して各食品が背景色と共に示されると理解しやすいことを
知った。栄養計算データベースを使えば食品番号から相当する基礎食品群が計算でき、相当する
色を背景色に使用できる。そこで栄養計算データベースで食品名を入力すると名前でなく背景に
６色の内の１色が表示できる機能を付加し、食育の指導に活用できるようにした。
　これによって、個別食品が属する基礎食品群を自分で見つけることが可能になり、６色がまん
べんなく表示されているか、バランスの良い食事になっているかを自分で判断できる。視覚的な
説明が加わり理理解を深め、他人に説明できる可能性もでてくる。図 14 に６色で分類した６つ
の基礎食品群と３色食品群の関係を示す。主に含まれる栄養成分の働きにより食品を分類するこ
との意義が理解できる。

には三色食品群と つの基礎食品群として、各群に色を付与し理解が進むよう工夫されて
いた。まんべんなく食品を摂取することの重要性を理解できるように教育内容が組み立て
られていた。献立の中の食品名に各群の色をあてはめ、結果としてまんべんなく配置されて
いるのが良い食事であると説明するために、大変な努力が払われていた。個別の食品が つ
の基礎食品群のどれに該当するかの説明が個別対応になりやすいことが大きな要因であった。
実際に小学校の食育の授業に参加して各食品が背景色と共に示されると理解しやすいこ

とを知った。栄養計算データベースを使えば食品番号から相当する基礎食品群が計算でき、
相当する色を背景色に使用できる。そこで栄養計算データベースで食品名を入力すると名
前でなく背景に 色の内の 色が表示できる機能を付加し、食育の指導に活用できるよう
にした。
これによって、個別食品が属する基礎食品群を自分で見つけることが可能になり、 色がま
んべんなく表示されているか、バランスの良い食事になっているかを自分で判断できる。視
覚的な説明が加わり理理解を深め、他人に説明できる可能性もでてくる。図 ４に６色で分
類した６つの基礎食品群と 色食品群の関係を示す。主に含まれる栄養成分の働きにより
食品を分類することの意義が理解できる。

三色食品群 ６つの基礎食品群     大栄養素
-----------------------------------------------------------------------------------------------------

赤       1 群 肉魚卵大豆
体を作るもとになる 群 牛乳乳製品 海藻小魚
--------------------------------------------------------------------------------------------------------

黄      5群  穀類,いも類,砂糖類
エネルギーのもとになる 群 油脂 脂肪の多い食品
-------------------------------------------------------------------------------------------------------

緑 群 緑黄色野菜
体の調子を整える 群 淡黄色野菜果物きのこ類
出典）農林水産省 食事バランスガイド早分かり，栄養素と食事バランスガイドとの関係
図 ４ ６つの基礎食品群と三色食品群の関係

たんぱく質
ミネラル）

炭水化物
脂質

ビタミン

図 食品の分類を示す背景色のついた、グラム入力の食品選択画面

図 14　６つの基礎食品群と三色食品群の関係
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覚的な説明が加わり理理解を深め、他人に説明できる可能性もでてくる。図 ４に６色で分
類した６つの基礎食品群と 色食品群の関係を示す。主に含まれる栄養成分の働きにより
食品を分類することの意義が理解できる。
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図 ４ ６つの基礎食品群と三色食品群の関係

たんぱく質
ミネラル）

炭水化物
脂質

ビタミン

図 食品の分類を示す背景色のついた、グラム入力の食品選択画面図 15　食品の分類を示す背景色のついた、グラム入力の食品選択画面

　図 15 に食品の分類を示す背景色のついた、グラム入力の食品選択画面を示す。栄養計算デー
タベースの入力画面で容易に実施できた。この画面を小学校６年生の栄養指導に利用することに
より、食品のバランス指導が容易になり指導効果の向上が期待できる。
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７. ２．３大栄養素のエネルギー % 割合の円グラフ表示と、推奨量との比較
　栄養計算データベースの検索結果画面には、炭水化物・脂質・タンパク質のエネルギー割合が
円グラフで表示される。図 16 に３大栄養素のエネルギー % 割合の円グラフと推奨量の円グラフ
を示す。中心と右側の円は 30~49 才男女の推奨割合である。特に脂質の取りすぎはグラフに顕
著な変化が認められる場合が多いので容易に認識できる。事例のカレーライスの場合も脂質の推
奨値脂質 25.3% に対し計算値は 40.4％となり、計算値は推奨値に対して 59.7% の過剰摂取となっ
ている（40.4/25.3=1.597）。前後の食事で脂質を控える必要がある。

図 ５に食品の分類を示す背景色のついた、グラム入力の食品選択画面を示す。栄養計算
データベースの入力画面で容易に実施できた。この画面を小学校 年生の栄養指導に利用
することにより、食品のバランス指導が容易になり指導効果の向上が期待できる。

大栄養素のエネルギ― 割合の円グラフ表示と、推奨量との比較
栄養計算データベースの検索結果画面には、炭水化物・脂質・タンパク質のエネルギー

割合が円グラフで表示される。図 ６に 大栄養素のエネルギ― 割合の円グラフと推奨
量の円グラフを示す。中心と右側の円は 才男女の推奨割合である。特に脂質の取
りすぎはグラフに顕著な変化が認められる場合が多いので容易に認識できる。事例 のカ
レーライスの場合も脂質の推奨値脂質 に対し計算値は ％となり、計算値は推
奨値に対して の過剰摂取となっている（ ）。前後の食事で脂質を控
える必要がある。

図 ６ 大栄養素の エネルギ―割合の円グラフと推奨量の円グラフ

主な栄養成分表示
図 ７に主な栄養素の表示画面を示す。栄養計算結果か

ら得られた主な食品成分重量をまとめた表である。食品
を摂取するまえに栄養成分（食品成分）の 日の摂取基
準値と比較できるので食事の偏りを避けバランスのとれ
た食事を組み立てるのに有効である。個人の健康増進に
役立つ代表的な表示形態と考えられる。
食品表示基準第三条では、分野により異なる栄養成分

表示形式を指示しているが、基本的に熱量、栄養成分（た
んぱく質、脂質、炭水化物）、及び食塩相当量の 項目の
表示を求めている 。“食品の百グラム若しくは百ミリリ
ットル又は一食分、一包装その他の一単位（食品単位）当
たりの量を表示する”ことになっている。栄養計算データベースを使えば、個人あるいは小
規模な食品事業者などでもインターネット環境があれば、加工食品などの栄養成分表を作

図 ７ 主な栄養素

図 16　３大栄養素の％エネルギ―割合の円グラフと推奨量の円グラフ

７. ３．主な栄養成分表示
　図 17 に主な栄養素の表示画面を示す。栄養計算結果から得られ
た主な食品成分重量をまとめた表である。食品を摂取するまえに
栄養成分（食品成分）の１日の摂取基準値と比較できるので食事
の偏りを避けバランスのとれた食事を組み立てるのに有効であ
る。個人の健康増進に役立つ代表的な表示形態と考えられる。
　食品表示基準第三条では、分野により異なる栄養成分表示形式
を指示しているが、基本的に熱量、栄養成分（たんぱく質、脂質、
炭水化物）、及び食塩相当量の５項目の表示を求めている15）。“食
品の百グラム若しくは百ミリリットル又は一食分、一包装その他
の一単位（食品単位）当たりの量を表示する”ことになっている。
栄養計算データベースを使えば、個人あるいは小規模な食品事業
者などでもインターネット環境があれば、加工食品などの栄養成分表を作成可能である。

７. ４．栄養成分重量表示
　図 18 に全ての栄養成分重量表示を示す（脂
肪酸以下略）。主な栄養成分（食品成分）だ
けでなく、全ての栄養成分重量を表示した
表である。この機能を利用すれば、栄養計
算の結果、不足するあるいは過剰摂取とな
る成分を推奨量に近づけるため、食品の量
や種類で調整することが容易になる。

図 ５に食品の分類を示す背景色のついた、グラム入力の食品選択画面を示す。栄養計算
データベースの入力画面で容易に実施できた。この画面を小学校 年生の栄養指導に利用
することにより、食品のバランス指導が容易になり指導効果の向上が期待できる。

大栄養素のエネルギ― 割合の円グラフ表示と、推奨量との比較
栄養計算データベースの検索結果画面には、炭水化物・脂質・タンパク質のエネルギー

割合が円グラフで表示される。図 ６に 大栄養素のエネルギ― 割合の円グラフと推奨
量の円グラフを示す。中心と右側の円は 才男女の推奨割合である。特に脂質の取
りすぎはグラフに顕著な変化が認められる場合が多いので容易に認識できる。事例 のカ
レーライスの場合も脂質の推奨値脂質 に対し計算値は ％となり、計算値は推
奨値に対して の過剰摂取となっている（ ）。前後の食事で脂質を控
える必要がある。

図 ６ 大栄養素の エネルギ―割合の円グラフと推奨量の円グラフ

主な栄養成分表示
図 ７に主な栄養素の表示画面を示す。栄養計算結果か

ら得られた主な食品成分重量をまとめた表である。食品
を摂取するまえに栄養成分（食品成分）の 日の摂取基
準値と比較できるので食事の偏りを避けバランスのとれ
た食事を組み立てるのに有効である。個人の健康増進に
役立つ代表的な表示形態と考えられる。
食品表示基準第三条では、分野により異なる栄養成分

表示形式を指示しているが、基本的に熱量、栄養成分（た
んぱく質、脂質、炭水化物）、及び食塩相当量の 項目の
表示を求めている 。“食品の百グラム若しくは百ミリリ
ットル又は一食分、一包装その他の一単位（食品単位）当
たりの量を表示する”ことになっている。栄養計算データベースを使えば、個人あるいは小
規模な食品事業者などでもインターネット環境があれば、加工食品などの栄養成分表を作

図 ７ 主な栄養素図 17　主な栄養素

成可能である。

栄養成分重量表示
図 に全ての栄養成分重量表示を

示す 脂肪酸以下略 。主な栄養成分
（食品成分）だけでなく、全ての栄養
成分重量を表示した表である。この
機能を利用すれば、栄養計算の結果、
不足するあるいは過剰摂取となる成
分を推奨量に近づけるため、食品の
量や種類で調整することが容易にな
る。

の食品重量計算
エネルギーなどの食事制限のある

場合に に相当する食品ｇ重量
は、献立の量を考えるのに便利な指標
となっている。グラム入力方式でも、
単位入力方式でも摂取量確認の画面
で の食品重量を確認できる。
個人の健康増進に役立つというより
健康を維持する、あるは回復するため
の利用であるが、栄養計算の実際の利用目的である場合が多いので機能として取り入れた。

の食品重量の表示例を図 に示す。

個人条件によるＢＭＩ表示
は の略で、

＝ 体重 kg ÷ (身長 の計算
式で算出される。Ｂ 値は、肥満や
低体重（やせ）の判定に用いられる。
肥満度をチェックする指標として使
われており、利用機会が増加してい
る。

図 の食品重量の表示例

図 ユーザ登録条件とＢＭＩ

図 全ての栄養成分重量表示（脂肪酸以下略）図18　全ての栄養成分重量表示（脂肪酸以下略）
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７. ５．80kcal の食品重量計算
　エネルギーなどの食事制限のある場合に
80kcal に相当する食品ｇ重量は、献立の量を
考えるのに便利な指標となっている。グラム
入力方式でも、単位入力方式でも摂取量確認
の画面で 80kcal の食品重量を確認できる。個
人の健康増進に役立つというより健康を維持
する、あるは回復するための利用であるが、
栄養計算の実際の利用目的である場合が多い
ので機能として取り入れた。80kcal の食品重量の表示例を図 19 に示す。

７. ６．個人条件による BMI 表示
　BMI は Body Mass Index の略で、
BMI ＝体重 kg ÷（身長 m）２の計算式で
算出される。BMI 値は、肥満や低体重（や
せ）の判定に用いられる。肥満度をチェッ
クする指標として使われており、利用機
会が増加している。
　健康増進にも有用であるので、ユーザ
登録の際にリアルタイムで確認できるよ
うにした。図 20 にユーザ登録条件と
BMI の表示画面を示す。日本肥満学会の
肥満度分類を表８に示す 17）。BMI35 以上
が「高度肥満」と定義され、診断や治療
の対象と位置づけられている 16,17）。なお
適正体重の計算式は、適正体重＝（身長
m）２× 22 である。

７. ７．食品ごとの栄養成分グラム表示（詳細表示ボタンに対応）
　図 21 に食品ごとの栄養成分グラム表示を示す。特定の成分の含有量がどの食品に由来するか
を正確に把握できる。カレーライスのナトリウムの 95％は（840mg/880mg）はカレールウに由
来する。塩分を少なくしたい場合はスパイスを多くしカレールウの量を減らすなどの対応を考え
ることができる。カレーライスのコレステロールの 89％は（37.5mg/42.2mg）は牛肉に由来する。
少なくしたい場合は肉の量を減らすか、種類の異なる肉に変更するなどの対応を考えることがで
きる。

成可能である。

栄養成分重量表示
図 に全ての栄養成分重量表示を

示す 脂肪酸以下略 。主な栄養成分
（食品成分）だけでなく、全ての栄養
成分重量を表示した表である。この
機能を利用すれば、栄養計算の結果、
不足するあるいは過剰摂取となる成
分を推奨量に近づけるため、食品の
量や種類で調整することが容易にな
る。

の食品重量計算
エネルギーなどの食事制限のある

場合に に相当する食品ｇ重量
は、献立の量を考えるのに便利な指標
となっている。グラム入力方式でも、
単位入力方式でも摂取量確認の画面
で の食品重量を確認できる。
個人の健康増進に役立つというより
健康を維持する、あるは回復するため
の利用であるが、栄養計算の実際の利用目的である場合が多いので機能として取り入れた。

の食品重量の表示例を図 に示す。

個人条件によるＢＭＩ表示
は の略で、

＝ 体重 kg ÷ (身長 の計算
式で算出される。Ｂ 値は、肥満や
低体重（やせ）の判定に用いられる。
肥満度をチェックする指標として使
われており、利用機会が増加してい
る。

図 の食品重量の表示例

図 ユーザ登録条件とＢＭＩ

図 全ての栄養成分重量表示（脂肪酸以下略）

図 19　80kcal の食品重量の表示例

健康増進にも有用であるので、ユー
ザ登録の際にリアルタイムで確認で
きるようにした。図 にユーザ登録
条件とＢＭＩの表示画面を示す。日本
肥満学会の肥満度分類を表８に示す
。 以上が「高度肥満」と定義

され、診断や治療の対象と位置づけら
れている 。なお適正体重の計算式
は、適正体重 ＝ 身長 ×22 であ
る。

食品ごとの栄養成分グラム表示（詳細表示ボタンに対応）
図 に食品ごとの栄養成分グラム表示を示す。特定の成分の含有量がどの食品に由来す

るかを正確に把握できる。カレーライスのナトリウムの ％は（ ）はカレー
ルウに由来する。塩分を少なくしたい場合はスパイスを多くしカレールウの量を減らすな
どの対応を考えることができる。カレーライスのコレステロールの ％は
（ ）は牛肉に由来する。少なくしたい場合は肉の量を減らすか、種類の異な
る肉に変更するなどの対応を考えることができる。

図 食品ごとの栄養成分グラム表示（ナトリウム，コレステロールは下位のため非表示）

表８ を使った肥満度分類 日本肥満学会

出典：新しい肥満の判定と肥満症の診断基準 ）

表８　BMI を使った肥満度分類（日本肥満学会）

成可能である。

栄養成分重量表示
図 に全ての栄養成分重量表示を

示す 脂肪酸以下略 。主な栄養成分
（食品成分）だけでなく、全ての栄養
成分重量を表示した表である。この
機能を利用すれば、栄養計算の結果、
不足するあるいは過剰摂取となる成
分を推奨量に近づけるため、食品の
量や種類で調整することが容易にな
る。

の食品重量計算
エネルギーなどの食事制限のある

場合に に相当する食品ｇ重量
は、献立の量を考えるのに便利な指標
となっている。グラム入力方式でも、
単位入力方式でも摂取量確認の画面
で の食品重量を確認できる。
個人の健康増進に役立つというより
健康を維持する、あるは回復するため
の利用であるが、栄養計算の実際の利用目的である場合が多いので機能として取り入れた。

の食品重量の表示例を図 に示す。

個人条件によるＢＭＩ表示
は の略で、

＝ 体重 kg ÷ (身長 の計算
式で算出される。Ｂ 値は、肥満や
低体重（やせ）の判定に用いられる。
肥満度をチェックする指標として使
われており、利用機会が増加してい
る。

図 の食品重量の表示例

図 ユーザ登録条件とＢＭＩ

図 全ての栄養成分重量表示（脂肪酸以下略）

図 20　ユーザ登録条件とＢＭＩ
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健康増進にも有用であるので、ユー
ザ登録の際にリアルタイムで確認で
きるようにした。図 にユーザ登録
条件とＢＭＩの表示画面を示す。日本
肥満学会の肥満度分類を表８に示す
。 以上が「高度肥満」と定義

され、診断や治療の対象と位置づけら
れている 。なお適正体重の計算式
は、適正体重 ＝ 身長 ×22 であ
る。

食品ごとの栄養成分グラム表示（詳細表示ボタンに対応）
図 に食品ごとの栄養成分グラム表示を示す。特定の成分の含有量がどの食品に由来す

るかを正確に把握できる。カレーライスのナトリウムの ％は（ ）はカレー
ルウに由来する。塩分を少なくしたい場合はスパイスを多くしカレールウの量を減らすな
どの対応を考えることができる。カレーライスのコレステロールの ％は
（ ）は牛肉に由来する。少なくしたい場合は肉の量を減らすか、種類の異な
る肉に変更するなどの対応を考えることができる。

図 食品ごとの栄養成分グラム表示（ナトリウム，コレステロールは下位のため非表示）

表８ を使った肥満度分類 日本肥満学会

出典：新しい肥満の判定と肥満症の診断基準 ）

図 21　食品ごとの栄養成分グラム表示（ナトリウム、コレステロールは下位のため非表示）

７. ８．個人条件にあった食品成分（選択）の充足率％（対推奨量）の棒グラフ表示　個人条件にあった食品成分 選択 の充足率％ 対推奨量 の棒グラフ表示

充足率は、個人条件にあった食事摂取基準 に対し、実際に充足される割合を％で示し
たものである。食事摂取基準は 年に成分の追加が行われている 。図 にはカレー
に含まれるビタミンの選択画面を、図 には選択したビタミンの充足率％を棒グラフで
示す。カレーライスだけではカルシュウム、ヨウ素、セレン、マグネシュウムが不足して
いる。

個人条件にあった食品成分 全て の充足率％ 対推奨量 のレーダーチャート表示
図 ４にはカレーに含まれる全成分の選択画面を、図 ５には選択した全成分の充足率％

をレーダーチャートで示す。円の外周は 日の推奨量の にした。外周の設定は任意の
値を利用できる。表示成分の選択を行えば必要な成分のみのグラフとなる。

図 全成分の充足率％のレーダーチャート表示
対推奨量、対 日の摂取基準の

図 全成分の選択

図 カレーに含まれるビタミンの選択

対推奨量、対 日の摂取基準の

図 ビタミンの充足率％の棒グラフ表示図 22　カレーに含まれるビタミンの選択

個人条件にあった食品成分 選択 の充足率％ 対推奨量 の棒グラフ表示

充足率は、個人条件にあった食事摂取基準 に対し、実際に充足される割合を％で示し
たものである。食事摂取基準は 年に成分の追加が行われている 。図 にはカレー
に含まれるビタミンの選択画面を、図 には選択したビタミンの充足率％を棒グラフで
示す。カレーライスだけではカルシュウム、ヨウ素、セレン、マグネシュウムが不足して
いる。

個人条件にあった食品成分 全て の充足率％ 対推奨量 のレーダーチャート表示
図 ４にはカレーに含まれる全成分の選択画面を、図 ５には選択した全成分の充足率％

をレーダーチャートで示す。円の外周は 日の推奨量の にした。外周の設定は任意の
値を利用できる。表示成分の選択を行えば必要な成分のみのグラフとなる。

図 全成分の充足率％のレーダーチャート表示
対推奨量、対 日の摂取基準の

図 全成分の選択

図 カレーに含まれるビタミンの選択

対推奨量、対 日の摂取基準の

図 ビタミンの充足率％の棒グラフ表示図 23　ビタミンの充足率％の棒グラフ表示

　充足率は、個人条件にあった食事摂取基準 18）に対し、実際に充足される割合を％で示したも
のである。食事摂取基準は 2020 年に成分の追加が行われている 19）。図 22 にはカレーに含まれ
るビタミンの選択画面を、図 23 には選択したビタミンの充足率％を棒グラフで示す。カレーラ
イスだけではカルシュウム、ヨウ素、セレン、マグネシュウムが不足している。
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７. ９．個人条件にあった食品成分（全て）の充足率％（対推奨量）のレーダーチャート表示　
　図 24 にはカレーに含まれる全成分の選択画面を、図 25 には選択した全成分の充足率％をレー
ダーチャートで示す。円の外周は１日の推奨量の 1/3 にした。外周の設定は任意の値を利用でき
る。表示成分の選択を行えば必要な成分のみのグラフとなる。

個人条件にあった食品成分 選択 の充足率％ 対推奨量 の棒グラフ表示

充足率は、個人条件にあった食事摂取基準 に対し、実際に充足される割合を％で示し
たものである。食事摂取基準は 年に成分の追加が行われている 。図 にはカレー
に含まれるビタミンの選択画面を、図 には選択したビタミンの充足率％を棒グラフで
示す。カレーライスだけではカルシュウム、ヨウ素、セレン、マグネシュウムが不足して
いる。

個人条件にあった食品成分 全て の充足率％ 対推奨量 のレーダーチャート表示
図 ４にはカレーに含まれる全成分の選択画面を、図 ５には選択した全成分の充足率％

をレーダーチャートで示す。円の外周は 日の推奨量の にした。外周の設定は任意の
値を利用できる。表示成分の選択を行えば必要な成分のみのグラフとなる。

図 全成分の充足率％のレーダーチャート表示
対推奨量、対 日の摂取基準の

図 全成分の選択

図 カレーに含まれるビタミンの選択

対推奨量、対 日の摂取基準の

図 ビタミンの充足率％の棒グラフ表示

図 24　全成分の選択

個人条件にあった食品成分 選択 の充足率％ 対推奨量 の棒グラフ表示

充足率は、個人条件にあった食事摂取基準 に対し、実際に充足される割合を％で示し
たものである。食事摂取基準は 年に成分の追加が行われている 。図 にはカレー
に含まれるビタミンの選択画面を、図 には選択したビタミンの充足率％を棒グラフで
示す。カレーライスだけではカルシュウム、ヨウ素、セレン、マグネシュウムが不足して
いる。

個人条件にあった食品成分 全て の充足率％ 対推奨量 のレーダーチャート表示
図 ４にはカレーに含まれる全成分の選択画面を、図 ５には選択した全成分の充足率％

をレーダーチャートで示す。円の外周は 日の推奨量の にした。外周の設定は任意の
値を利用できる。表示成分の選択を行えば必要な成分のみのグラフとなる。

図 全成分の充足率％のレーダーチャート表示
対推奨量、対 日の摂取基準の

図 全成分の選択

図 カレーに含まれるビタミンの選択

対推奨量、対 日の摂取基準の

図 ビタミンの充足率％の棒グラフ表示

図 25　全成分の充足率％のレーダーチャート表示

７.10．ＱＲコードによる検索結果の保存と呼び出し（履歴登録）
　Excel による計算結果データの保存、呼
び出し以外に、QR コードを使った計算デー
タの保存、呼び出しができる。検索結果デー
タの保存はユーザ登録を行うことで可能に
なる。履歴登録はデータベースにログイン
し、図 26 に示す履歴登録のページから入
力値を設定し、登録する。公開 QR コード
が必要な場合は☑を入れる。
　ユーザ登録はユーザ別の摂取基準値を計算するために必要なデータを収集するためである。３
種類のデータベース、つまり栄養計算（単位選択法）、栄養計算（グラム入力法）、栄養計算（レ
シピ検索法）の計算履歴を区別して保存できる。ユーザ登録をしていないと保存はできない。

　図 27 に単位選択方式で実行した栄養計
算を登録 / 保存した結果リストの一部を示
す。No の列にある数字（図 27 では１）を
クリックすると、単位と分量の選択画面が
表示される。既に単位と分量が入力されて
おり保存時の栄養計算が再現できる。この
段階で、呼び出したデータは修正可能であ
る。単位と分量の修正、あるいは食品名の
追加や削除も可能である。修正した結果を
再度保存することもできる。この機能は３種類のデータベースで利用できる。

ＱＲコードによる検索結果の保存と呼び出し（履歴登録）
による計算結果データの

保存、呼び出し以外に、 コード
を使った計算データの保存、呼び
出しができる。検索結果データの
保存はユーザ登録を行うことで可
能になる。履歴登録はデータベー
スにログインし、図 に示す履歴
登録のページから入力値を設定し、登録する。公開 コードが必要な場合は☑を入れる。
ユーザ登録はユーザ別の摂取基準値を計算するために必要なデータを収集するためであ

る。 種類のデータベース、つまり栄養計算（単位選択法） 栄養計算（グラム入力法） 栄
養計算（レシピ検索法）の計算履歴を区別して保存できる。ユーザ登録をしていないと保存
はできない。

図 ７に単位選択方式で実行し
た栄養計算を登録 保存した結果
リストの一部を示す。 の列にあ
る数字（図 では１）をクリック
すると、単位と分量の選択画面が
表示される。既に単位と分量が入
力されており保存時の栄養計算が
再現できる。この段階で、呼び出し
たデータは修正可能である。単位
と分量の修正、あるいは食品名の追加や削除も可能である。修正した結果を再度保存するこ
ともできる。この機能は 種類のデータベースで利用できる。

コードの保存は履歴登録画
面の登録で行う。個人利用の コ
ードと公開利用の コードの利
用が可能である。図 に栄養計算
を登録保存した結果リストの一部
グラム入力方式 を示す。個人利
用のＱＲコードは登録済である
が、公開用のＱＲコードは未登録
である。

図 履歴登録のページ

図 単位選択方式栄養計算を保存した履歴の一部

図 グラム入力方式栄養計算を保存した履歴の一部

図 26　履歴登録のページ

ＱＲコードによる検索結果の保存と呼び出し（履歴登録）
による計算結果データの

保存、呼び出し以外に、 コード
を使った計算データの保存、呼び
出しができる。検索結果データの
保存はユーザ登録を行うことで可
能になる。履歴登録はデータベー
スにログインし、図 に示す履歴
登録のページから入力値を設定し、登録する。公開 コードが必要な場合は☑を入れる。
ユーザ登録はユーザ別の摂取基準値を計算するために必要なデータを収集するためであ

る。 種類のデータベース、つまり栄養計算（単位選択法） 栄養計算（グラム入力法） 栄
養計算（レシピ検索法）の計算履歴を区別して保存できる。ユーザ登録をしていないと保存
はできない。

図 ７に単位選択方式で実行し
た栄養計算を登録 保存した結果
リストの一部を示す。 の列にあ
る数字（図 では１）をクリック
すると、単位と分量の選択画面が
表示される。既に単位と分量が入
力されており保存時の栄養計算が
再現できる。この段階で、呼び出し
たデータは修正可能である。単位
と分量の修正、あるいは食品名の追加や削除も可能である。修正した結果を再度保存するこ
ともできる。この機能は 種類のデータベースで利用できる。

コードの保存は履歴登録画
面の登録で行う。個人利用の コ
ードと公開利用の コードの利
用が可能である。図 に栄養計算
を登録保存した結果リストの一部
グラム入力方式 を示す。個人利
用のＱＲコードは登録済である
が、公開用のＱＲコードは未登録
である。

図 履歴登録のページ

図 単位選択方式栄養計算を保存した履歴の一部

図 グラム入力方式栄養計算を保存した履歴の一部

図 27 　単位選択方式栄養計算を保存した履歴
の一部
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　QR コードの保存は履歴登録画面の登録
で行う。個人利用の QR コードと公開利用
の QR コードの利用が可能である。図 28
に栄養計算を登録保存した結果リストの一
部（グラム入力方式）を示す。個人利用の
ＱＲコードは登録済であるが、公開用のＱ
Ｒコードは未登録である。
　QR コードは情報共有に便利であるが個
人的に利用したい場合もある。履歴登録の
欄にある□にチェックをいれると公開 QR コードとなり、☑をいれないと個人利用の QR コー
ドのみとなる。図 28 の場合は、個人利用の QR コードのみが登録されている。他の人と情報共
有を図りたい場合は、公開 QR コードに☑を入れて登録を行う。

　図 29 はレシピ入力方式の栄養計算の履
歴登録である。公開 QR コードによる情報
共有が可能である。レストランのメニュー、
加工食品の主な栄養素などの情報共有が考
えられる。

７.11．履歴表示と複数レシピの足し合わせ
　１日３食の計算結果を足し合わせることができる機能を加えた。複数レシピの足し合わせ機能
は１日の総計の変化を１週間にわたって把握したいような場合に利用できる。
　１日に摂取する朝昼夕食（３食）を足し合わせた例を示す。図 30 に示すように、履歴表示のペー
ジから足し合わせる履歴 No を選択し、履
歴表示のテーブル下部にある合計計算をク
リックすると合計値が計算できる。１日に
摂取する朝昼夕食（３食）を足し合わせ１
日の食事全体のバランスを考えることがで
きる。

７.12．その他の機能
・別名で検索機能
　凍り豆腐と高野豆腐、丁子とグローブと
いったように異なる表記でもキーワードと
して使用できる機能を追加した。システム
としては稼働しているのでデータの充実が
必要である。

コードは情報共有に便利であるが個人的に利用したい場合もある。履歴登録の欄にあ
る□にチェックをいれると公開 コードとなり、☑をいれないと個人利用の コード
のみとなる。図 の場合は、個人利用の コードのみが登録されている。他の人と情報
共有を図りたい場合は、公開 コードに☑を入れて登録を行う。

図 はレシピ入力方式の栄養
計算の履歴登録である。公開 コ
ードによる情報共有が可能であ
る。レストランのメニュー、加工食
品の主な栄養素などの情報共有が
考えられる。

履歴表示と複数レシピの足し合わせ
日 食の計算結果を足し合わせることができる機能を加えた。複数レシピの足し合わせ

機能は 日の総計の変化を 週間にわたって把握したいような場合に利用できる。
１日に摂取する朝昼夕食（３食）を足し合わせた例を示す。図 に示すように、履歴表示
のページから足し合わせる履歴 を選択し、履歴表示のテーブル下部にある合計計算をク
リックすると合計値が計算でき
る。１日に摂取する朝昼夕食（３
食）を足し合わせ 日の食事全体
のバランスを考えることができ
る。

その他の機能
・別名で検索機能
凍り豆腐と高野豆腐、丁子とグ

ローブといったように異なる表記
でもキーワードとして使用できる
機能を追加した。システムとして
は稼働しているのでデータの充実
が必要である。

・給食レシピデータの追加
年度の 月、 月、 月、 月、 月、 月の給食レシピデータを栄養計算データベ

ースのレシピ入力方式のデータとして利用できるようにした。実際に小中学校の給食で使
用したデータである。一般のレシピではあいまいになりがちな塩の使用量が正確に示され

図 レシピ入力方式栄養計算を保存した履歴の一部

図 足し合わせ履歴 の選択

図 29 　レシピ入力方式栄養計算を保存した履
歴の一部

コードは情報共有に便利であるが個人的に利用したい場合もある。履歴登録の欄にあ
る□にチェックをいれると公開 コードとなり、☑をいれないと個人利用の コード
のみとなる。図 の場合は、個人利用の コードのみが登録されている。他の人と情報
共有を図りたい場合は、公開 コードに☑を入れて登録を行う。

図 はレシピ入力方式の栄養
計算の履歴登録である。公開 コ
ードによる情報共有が可能であ
る。レストランのメニュー、加工食
品の主な栄養素などの情報共有が
考えられる。

履歴表示と複数レシピの足し合わせ
日 食の計算結果を足し合わせることができる機能を加えた。複数レシピの足し合わせ

機能は 日の総計の変化を 週間にわたって把握したいような場合に利用できる。
１日に摂取する朝昼夕食（３食）を足し合わせた例を示す。図 に示すように、履歴表示
のページから足し合わせる履歴 を選択し、履歴表示のテーブル下部にある合計計算をク
リックすると合計値が計算でき
る。１日に摂取する朝昼夕食（３
食）を足し合わせ 日の食事全体
のバランスを考えることができ
る。

その他の機能
・別名で検索機能
凍り豆腐と高野豆腐、丁子とグ

ローブといったように異なる表記
でもキーワードとして使用できる
機能を追加した。システムとして
は稼働しているのでデータの充実
が必要である。

・給食レシピデータの追加
年度の 月、 月、 月、 月、 月、 月の給食レシピデータを栄養計算データベ

ースのレシピ入力方式のデータとして利用できるようにした。実際に小中学校の給食で使
用したデータである。一般のレシピではあいまいになりがちな塩の使用量が正確に示され

図 レシピ入力方式栄養計算を保存した履歴の一部

図 足し合わせ履歴 の選択図 30　足し合わせ履歴 No の選択

ＱＲコードによる検索結果の保存と呼び出し（履歴登録）
による計算結果データの

保存、呼び出し以外に、 コード
を使った計算データの保存、呼び
出しができる。検索結果データの
保存はユーザ登録を行うことで可
能になる。履歴登録はデータベー
スにログインし、図 に示す履歴
登録のページから入力値を設定し、登録する。公開 コードが必要な場合は☑を入れる。
ユーザ登録はユーザ別の摂取基準値を計算するために必要なデータを収集するためであ

る。 種類のデータベース、つまり栄養計算（単位選択法） 栄養計算（グラム入力法） 栄
養計算（レシピ検索法）の計算履歴を区別して保存できる。ユーザ登録をしていないと保存
はできない。

図 ７に単位選択方式で実行し
た栄養計算を登録 保存した結果
リストの一部を示す。 の列にあ
る数字（図 では１）をクリック
すると、単位と分量の選択画面が
表示される。既に単位と分量が入
力されており保存時の栄養計算が
再現できる。この段階で、呼び出し
たデータは修正可能である。単位
と分量の修正、あるいは食品名の追加や削除も可能である。修正した結果を再度保存するこ
ともできる。この機能は 種類のデータベースで利用できる。

コードの保存は履歴登録画
面の登録で行う。個人利用の コ
ードと公開利用の コードの利
用が可能である。図 に栄養計算
を登録保存した結果リストの一部
グラム入力方式 を示す。個人利
用のＱＲコードは登録済である
が、公開用のＱＲコードは未登録
である。

図 履歴登録のページ

図 単位選択方式栄養計算を保存した履歴の一部

図 グラム入力方式栄養計算を保存した履歴の一部図 28 　グラム入力方式栄養計算を保存した履
歴の一部
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・給食レシピデータの追加
　H27 年度の５月、７月、９月、11 月、１月、３月の給食レシピデータを栄養計算データベー
スのレシピ入力方式のデータとして利用できるようにした。実際に小中学校の給食で使用した
データである。一般のレシピではあいまいになりがちな塩の使用量が正確に示されているため信
頼性の高いデータである。既製品の食材が含まれたレシピを除く 287 のレシピデータを追加する
ことができた。

８．教育現場との協働
８. １．小学校の食育授業における栄養計算データベースの利用
　家庭科の授業「給食の献立作成」の教育実態について知るため授業参観を行った。授業で使用
された、ワークシート「給食の献立作成」を図 31 に示す。シートの左から、料理名、食品、栄
養素の働きによる食品の６分類となっている。
　献立に使用した食品の分類欄に○印を記入することにより、献立全体の栄養バランスを把握す
るのがこの授業の大きな目的となっている。○印が全体として偏りなく、まんべんなく分布して
いればバランスの良い献立となる。シートの内容は実際に授業参観の授業で児童が提出した内容
の１例で、○印が全体として偏りなく、まんべんなく分布していることから好ましい献立と判断
できる。

ているため信頼性の高いデータである。既製品の食材が含まれたレシピを除く のレシ
ピデータを追加することができた。

．教育現場との協働
小学校の食育授業における栄養計算データベースの利用

家庭科の授業「給食の献立作成」の教育実態について知るため授業参観を行った。授業で
使用された、ワークシート「給食の献立作成」を図 に示す。シートの左から、料理名、
食品、栄養素の働きによる食品の６分類となっている。
献立に使用した食品の分類欄に○印を記入することにより、献立全体の栄養バランスを把
握するのがこの授業の大きな目的となっている。○印が全体として偏りなく、まんべんなく
分布していればバランスの良い献立となる。シートの内容は実際に授業参観の授業で児童
が提出した内容の 例で、○印が全体として偏りなく、まんべんなく分布していることか
ら好ましい献立と判断できる。

図 ワークシート「給食の献立作成」への記入例図 31　ワークシート「給食の献立作成」への記入例
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図 こんだてよていひょう（ 月）抜粋

給食の“こんだてよていひょう” 図 でも、使用される食品を赤、黄、緑の 分類に分
けて表示し、バランスの良い献立であることを説明している。実際の授業の指導では個別の
食品が 分類のどの分類に相当するか確定するのに手間と時間がかかっていた。そのため
この色分類を栄養計算データベースで実現できれば、小学校の食育教育の現場で有効に利
用される可能性が認められた。
そこで栄養計算データベースの食品名入力画面の背景色で分類を表示できる機能の開発

を行った。実際の授業での効果を確認できていないが、実証試験を予定している。今回新潟
市立赤塚小学校 学年担当の山川将先生に対応いただいたことに感謝します。

中学校の食育授業における栄養計算データベースの利用
栄養計算データベースを使って事前に作成した食事（献立）の栄養計算を生徒自らが実行

し、食事の栄養バランスを自ら確認する実証実験を行った。表９に栄養計算データベースを
使った栄養計算と栄養バランスの実習を行った日時を示す。 日間にわたり 中学 クラス
で実施した。実施にあたっては赤塚中学校および白何中学校の食育担当教員である渡邉江
里子先生に協力を頂いた。

表９ 栄養計算データベースを使った栄養計算と栄養バランスの実習日時

データベースの使用には の利用環境が必要であるが中学校の家庭科の教室には利用
環境が整備されていなかった。そのため 台と、 ルータ 台を準備した。 グ
ループを 名とした。グループ毎に 台の を配布し実習を行った。食品名の入力がで
きるか不安であったが全く問題なく使いこなしていた。少し驚きであった。

年 月
（水曜日）Ｈ中 年生

限 時 分〜 時 分
限 時 分〜 時 分

年 月 日
（木曜日）Ａ中 年生

限 時 分〜 時 分 ７グループ
限 時 分〜 時 分 ７グループ

図 32　こんだてよていひょう（12 月）抜粋

　給食の“こんだてよていひょう”（図 32）でも、使用される食品を赤、黄、緑の３分類に分け
て表示し、バランスの良い献立であることを説明している。実際の授業の指導では個別の食品が
６分類のどの分類に相当するか確定するのに手間と時間がかかっていた。そのためこの色分類を
栄養計算データベースで実現できれば、小学校の食育教育の現場で有効に利用される可能性が認
められた。
　そこで栄養計算データベースの食品名入力画面の背景色で分類を表示できる機能の開発を行っ
た。実際の授業での効果を確認できていないが、実証試験を予定している。今回新潟市立赤塚小
学校６学年担当の山川将先生に対応いただいたことに感謝します。

８. ２．中学校の食育授業における栄養計算データベースの利用
　栄養計算データベースを使って事前に作成した食事（献立）の栄養計算を生徒自らが実行し、
食事の栄養バランスを自ら確認する実証実験を行った。表９に栄養計算データベースを使った栄
養計算と栄養バランスの実習を行った日時を示す。２日間にわたり２中学４クラスで実施した。
実施にあたっては赤塚中学校および白何中学校の食育担当教員である渡邉江里子先生に協力を頂
いた。

図 こんだてよていひょう（ 月）抜粋

給食の“こんだてよていひょう” 図 でも、使用される食品を赤、黄、緑の 分類に分
けて表示し、バランスの良い献立であることを説明している。実際の授業の指導では個別の
食品が 分類のどの分類に相当するか確定するのに手間と時間がかかっていた。そのため
この色分類を栄養計算データベースで実現できれば、小学校の食育教育の現場で有効に利
用される可能性が認められた。
そこで栄養計算データベースの食品名入力画面の背景色で分類を表示できる機能の開発

を行った。実際の授業での効果を確認できていないが、実証試験を予定している。今回新潟
市立赤塚小学校 学年担当の山川将先生に対応いただいたことに感謝します。

中学校の食育授業における栄養計算データベースの利用
栄養計算データベースを使って事前に作成した食事（献立）の栄養計算を生徒自らが実行

し、食事の栄養バランスを自ら確認する実証実験を行った。表９に栄養計算データベースを
使った栄養計算と栄養バランスの実習を行った日時を示す。 日間にわたり 中学 クラス
で実施した。実施にあたっては赤塚中学校および白何中学校の食育担当教員である渡邉江
里子先生に協力を頂いた。

表９ 栄養計算データベースを使った栄養計算と栄養バランスの実習日時

データベースの使用には の利用環境が必要であるが中学校の家庭科の教室には利用
環境が整備されていなかった。そのため 台と、 ルータ 台を準備した。 グ
ループを 名とした。グループ毎に 台の を配布し実習を行った。食品名の入力がで
きるか不安であったが全く問題なく使いこなしていた。少し驚きであった。

年 月
（水曜日）Ｈ中 年生

限 時 分〜 時 分
限 時 分〜 時 分

年 月 日
（木曜日）Ａ中 年生

限 時 分〜 時 分 ７グループ
限 時 分〜 時 分 ７グループ

表９　栄養計算データベースを使った栄養計算と栄養バランスの実習日時

　データベースの使用には Web の利用環境が必要であるが中学校の家庭科の教室には利用環境
が整備されていなかった。そのため iPad 15 台と、WiFi ルータ２台を準備した。１グループを
２名とした。グループ毎に１台の iPad を配布し実習を行った。食品名の入力ができるか不安で
あったが全く問題なく使いこなしていた。少し驚きであった。
　使用方法も詳しい説明なしで栄養計算から結果のレーダチャートなどのグラフ表示まで半数以
上のグループが到達できた。栄養バランスを表示するグラフの意味も理解できていたと思われた。
中には食品を入れ替え、栄養バランスを良くすることに挑戦するグループもあった。図 33 に栄
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養バランスの計算結果の１例を示す。栄養計算データベースを授業に取り入れて頂いた、白南中
学、赤塚中学の食育の担当である渡邉江里子先生に感謝します。

使用方法も詳しい説明なしで栄養計算から結果のレーダチャートなどのグラフ表示まで
半数以上のグループが到達できた。栄養バランスを表示するグラフの意味も理解できてい
たと思われた。中には食品を入れ替え、栄養バランスを良くすることに挑戦するグループも
あった。図 に栄養バランスの計算結果の１例を示す。栄養計算データベースを授業に取
り入れて頂いた、白南中学、赤塚中学の食育の担当である渡邉江里子先生に感謝します。

図 栄養バランスの計算結果の１例を示す。抜粋

新潟県立翠江高等学校における模擬授業
平成 年 月 日（火） ～ に新潟県立新潟翠江高等学校で実施した。高校
， ， 年生，各 ～ 名，計 名を対象に実施した。資料“朝食の栄養バランスをチェ
ックしよう～栄養計算データベースの使い方～”を配布し演習形式で行った。
栄養計算データベースの使用方法を説明した後に、自分で朝食のレシピを作成し、栄誉計算
データベースで栄養計算を行い、自分で食事の質を評価するよう指示した。高校の許可を得
て生徒のスマホを使って実施したが問題はなかった。高校生なので小中学生に比べると自
分の問題として考えることのできる生徒が多かった。

９． による栄養計算データベースへのアクセスログ解析
栄養計算データベースの詳細把握のためサーバ側に を設置しアクセス

状況を確認できるようにした。図 に 年度の によるサーバへのア

図 33　栄養バランスの計算結果の１例を示す。抜粋

８. ３．新潟県立翠江高等学校における模擬授業
　平成 31 年２月 12 日（火）8：50 ～ 10：30 に新潟県立新潟翠江高等学校で実施した。高校１、
２、３年生、各 33 ～ 34 名、計 100 名を対象に実施した。資料“朝食の栄養バランスをチェッ
クしよう～栄養計算データベースの使い方～”を配布し演習形式で行った。
　栄養計算データベースの使用方法を説明した後に、自分で朝食のレシピを作成し、栄誉計算デー
タベースで栄養計算を行い、自分で食事の質を評価するよう指示した。高校の許可を得て生徒の
スマホを使って実施したが問題はなかった。高校生なので小中学生に比べると自分の問題として
考えることのできる生徒が多かった。

９．Google Analytics による栄養計算データベースへのアクセスログ解析
　栄養計算データベースの詳細把握のためサーバ側に GoogleAnalytics を設置しアクセス状況を
確認できるようにした。図 34 に 2017 年度の GoogleAnalytics によるサーバへのアクセス状況を
示す。ページビューは 100,336 件、ユーザ数は 17,011 人であった。新規ユーザとリピーターの比
率は 43：57 でリピーターの方が多かった。OS は Windows57.8％、iOS28.4％が多く両者で約
85％を占めた。ブラウザは Internet Explorer, Chrome, Safari, Edge で約９割を占めた。
Windows が OS の 57.8％を占めることから PC 利用が 6 割程度を占めていた。
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図 による サーバのアクセス状況図 34　GoogleAnalytics による is.nuis.jp サーバのアクセス状況
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　図 35 に 2018 年度の年代別・男女
別ユーザ割合を示す。利用者すべて
の年代を把握することは困難である
が、GoogleAnalytics の機能を使用し
判明できるもので分析した。利用者
全体の 48.09% が分析可能であった。
これによると、栄養計算データベー
スは利用者層が 18 歳から 34 歳で全
体の 50% を占めている。昨年度は 18
歳から 24 歳の層が全世代の中で一番
多く 35% を占めていたが、今年度は 20% に届かなかった。Google の方針により 17 歳以下は統
計に加算されていないことと、また高木研究室の取組として小中学生、高校生へのアプローチが
あることから、数値としては現れていないものの若年層の利用者も一定数いると思われる。また、
35 歳から 44 歳の層は昨年度の 18% から今年度は 23% 台と５% 伸びた。男女別では昨年度約７
割が女性からの利用であったが今年度は男性 55%、女性 45% と男性の利用者が増加した。

10．まとめ
　栄養計算は学校給食や病院食などになくてはならない機能である。しかし個人が自己の健康管
理に栄養計算データベース利用するにはハードルが高い。食品成分表の基礎知識が要求されるこ
と、計算結果を自己評価する必要があることなどが原因である。日本食品標準成分表は、戦後の
国民栄養改善の見地から、食品に含まれる栄養成分の基礎的データ集として作成され、現在では
栄養指導や生活習慣病の予防などの観点から活用されている。現在はＰＣベースの業務用利用が
主となっているが、食品成分表の本来の目的でもある自己の健康管理、健康増進などのために使
える機能を備えた栄養計算データベースの開発が必要と考えた。
　業務用はＰＣ環境が主となっているが、個人利用はインターネット上のシステムの方が親和性
が高い。2003 年より公開してきた栄養計算データベースを、2013 年より 10 年間にわたり、個
人利用を前提に機能の充実を試みた。主な追加機能としては 1. データの保存ができる、2. 個人
単位の計算結果を返すことができる、3. 計算結果と基準値との比較を示すことができる、4. 理
解しやすいようにグラフ表示を可能とする、5. 情報共有を可能にする、6. 健康増進に役立つの
６項目を想定した。その結果、６分野 36 機能を追加できた。特記すべき機能として、秤がなく
ても栄養計算可能な単位入力データベース、食品成分含有率食品ランキングデータベース、ＱＲ
コードによる情報共有、検索履歴の保存・足し合わせ機能、個人別の推奨値に対する充足率の計
算、充足率のレーダーチャート表示、６大栄養素の色分け表示などがある。全内容を説明するた
め 24 のマニュアルを整備した。ユーザに直接説明ができない問題を解決できるようマニュアル
には具体的な説明を加えた。
　小中学校へ導入された食育教育は年間２コマ程度しか枠がないのが現状であるが、６大栄養素
の色分け表示機能は、バランスのとれた食事が重要であることを効果的に説明するのに役に立つ
と考えられた。2017 年度に行った教育現場との協働による実証試験によっても実際に使える可
能性が示された。

図 に 年度の年代
別・男女別ユーザ割合を示
す。利用者すべての年代を把
握することは困難であるが、

の機能を使
用し判明できるもので分析
した。利用者全体の
が分析可能であった。これに
よると、栄養計算データベー
スは利用者層が 歳から
歳で全体の を占めている。昨年度は 歳から 歳の層が全世代の中で一番多く
を占めていたが、今年度は に届かなかった。 の方針により 歳以下は統計に
加算されていないことと、また高木研究室の取組として小中学生、高校生へのアプローチが
あることから、数値としては現れていないものの若年層の利用者も一定数いると思われる。
また、 歳から 歳の層は昨年度の から今年度は 台と 伸びた。男女別では
昨年度約 割が女性からの利用であったが今年度は男性 、女性 と男性の利用者が
増加した。

．まとめ
栄養計算は学校給食や病院食などになくてはならない機能である。しかし個人が自己の

健康管理に栄養計算データベース利用するにはハードルが高い。食品成分表の基礎知識が
要求されること、計算結果を自己評価する必要があることなどが原因である。日本食品標準
成分表は、戦後の国民栄養改善の見地から、食品に含まれる栄養成分の基礎的データ集とし
て作成され、現在では栄養指導や生活習慣病の予防などの観点から活用されている。現在は
ＰＣベースの業務用利用が主となっているが、食品成分表の本来の目的でもある自己の健
康管理、健康増進などのために使える機能を備えた栄養計算データベースの開発が必要と
考えた。
業務用はＰＣ環境が主となっているが、個人利用はインターネット上のシステムの方が

親和性が高い。 年より公開してきた栄養計算データベースを、 年より 年間に
わたり、個人利用を前提に機能の充実を試みた。主な追加機能としては データの保存がで
きる、 個人単位の計算結果を返すことができる、 計算結果と基準値との比較を示すこ
とができる、 理解しやすいようにグラフ表示を可能とする、 情報共有を可能にする、
健康増進に役立つの 項目を想定した。その結果、 分野 機能を追加できた。特記す

べき機能として、秤がなくても栄養計算可能な単位入力データベース、食品成分含有率食品
ランキングデータベース、ＱＲコードによる情報共有、検索履歴の保存・足し合わせ機能、

図 年代別・男女別ユーザ割合 年度図 35　年代別・男女別ユーザ割合（2018 年度）
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　栄養計算データベースの今後の展開を考えると、小中学校に食育教育が導入されたことに注目
できる。低学年から食事の重要性を認識でき、父兄との共通の話題になることもできることから、

「食育」教育の重要性を具体化する以下の内容が考えられる。
　第一にデータベースの基本サービスの提供がある。インプット情報である重量と食品名の平易
な入力、アウトプット情報である主な食品成分量の表示、三大栄養成分の表示、そしてデータの
保存・呼び出し・たしあわせ機能などである。第二に「食育」教育の重要性を考えた内容がある。
食品名を食品群に分け背景を対応する６色表示、個人の条件に合わせた充足率表示などは、「食育」
教育で有効に利用できる可能性が高いと考えられる。

　最後に、教育現場との協働の実現にあたり、近隣の小学校、中学校、高等学校の先生を紹介頂
き、さらに栄養計算を使った授業実施の際は指導に協力頂きました、本校の小宮山智志先生にこ
の場を借りて深く御礼申し上げます。
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